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図 1-2　修理後 図 1-1　修理前

図 1　修理前および修理後の状況
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図 2-2　旧箱収納状況 図 2-1　旧収納箱

図 2-3　外箱蓋表

図 2-6　損傷状況写真（斜光撮影）

図 2-4　内箱蓋表図 2-5　内箱蓋裏

図 2-7　損傷状況写真（赤外線撮影）

図 2　旧収納箱・損傷状況写真（斜光撮影・赤外線撮影、いずれも第一尊幅）
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図 3　修理前後および損傷地図（第一尊幅）

図
3-
3　
修
理
後

図
3-
2　
損
傷
地
図

図
3-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹
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図
4-
3　
修
理
後

図
4-
2　
損
傷
地
図

図
4-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹

　
古
い
肌
裏
紙
露
出

図 4　修理前後および損傷地図（第二尊幅）
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図 5　修理前後および損傷地図（第三尊幅）

図
5-
3　
修
理
後

図
5-
2　
損
傷
地
図

図
5-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹
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図
6-
3　
修
理
後

図
6-
2　
損
傷
地
図

図
6-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹

図 6　修理前後および損傷地図（第四尊幅）
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図 7　修理前後および損傷地図（第五尊幅）

図
7-
3　
修
理
後

図
7-
2　
損
傷
地
図

図
7-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹
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図
8-
3　
修
理
後

図
8-
2　
損
傷
地
図

図
8-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹

図 8　修理前後および損傷地図（第六尊幅）
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図 9　修理前後および損傷地図（第七尊幅）

図
9-
3　
修
理
後

図
9-
2　
損
傷
地
図

図
9-
1　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹
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図
10
-3
　
修
理
後

図
10
-2
　
損
傷
地
図

図
10
-1
　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹

図 10　修理前後および損傷地図（第八尊幅）
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図 11　修理前後および損傷地図（第九尊幅）

図
11
-3
　
修
理
後

図
11
-2
　
損
傷
地
図

図
11
-1
　
修
理
前
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図
12
-3
　
修
理
後

図
12
-2
　
損
傷
地
図

図
12
-1
　
修
理
前

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
あ
り
）

　
本
紙
欠
損
（
加
筆
な
し
）

　
補
絹

図 12　修理前後および損傷地図（第十尊幅）
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図 13　作業工程

図 13-1　付着物除去（１）

図 13-2　付着物除去（２）

図 13-3　DMSOによる付着物除去

図 13-4　剥落止め

図 13-5　補絹除去

図 13-6　表打ち

図 13-7　旧増裏除去

図 13-8　旧肌裏紙除去

図 13-9　共裏絹除去

図 13-10　肌裏打ち

図 13-11　表打ち除去

図 13-12　補絹

図 13-13　増裏打ち（１回目）

図 13-14　折れ伏せ

図 13-15　増裏打ち（2回目）

図 13-16　切継ぎ

図 13-17　総裏打ち

図 13-18　仕上げ
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図 14　裏彩色の残存状況

図 14-3　第十尊幅共裏絹（画像反転） 図 14-2　第十尊幅裏面 図 14-1　第六尊幅裏面

①
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③
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⑭
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⑤ ⑥ ⑦ ⑧

⑨ ⑩ ⑪ ⑫

⑬ ⑭ ※番号は図 14-3 写真中の箇所に対応。
※⑤⑥は本紙料絹の一部が付着している。

図 14-4　第十尊幅裏彩色残存状況（顕微鏡写真）
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重要文化財「絹本著色 十王図」保存修理事業報告

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

　

 

十
王
図　

文
化
財
修
理

【
要
旨
】

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十
八
年
度
に
か
け
て

所
蔵
す
る
重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」
の
保
存
修
理
事
業
を
実
施
し
た
。

作
品
の
概
要
と
と
も
に
、
五
か
年
を
か
け
て
実
施
し
た
事
業
の
概
要
、
お
よ
び
、

十
王
図
修
理
に
お
け
る
特
殊
性
を
報
告
す
る
。
ま
た
、
十
王
図
修
理
を
通
し
て
見

え
る
文
化
財
修
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
提
示
す
る
。

【
目
次
】

十
王
図
の
保
存
修
理
事
業
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本
遼
太
・
小
井
川
理

重
要
文
化
財
「
十
王
図
」
の
修
理
に
よ
っ
て
見
え
て
き
た
こ
と　
　
　

半
田
昌
規

文
化
財
修
理
の
理
念
と
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」
の
解
体
修
理　
　
　
　

  

朝
賀
浩

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
で
は
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
五
か
年
を
か
け
て
所
蔵
す

る
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」（
国
指
定
重
要
文
化
財
）
の
保
存
修
理
を
行
っ
た
。
十
王

図
は
請
来
仏
画
の
優
品
と
し
て
知
ら
れ
な
が
ら
、
画
幅
の
保
存
状
態
の
課
題
か
ら
展

示
公
開
の
機
会
が
限
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
た
び
の
解
体
修
理
を
経
て
、
伝
世
の
過
程

で
行
わ
れ
た
修
理
に
よ
る
複
雑
な
画
幅
の
構
造
が
解
消
さ
れ
、
展
示
公
開
の
か
な
う

状
態
に
復
す
こ
と
が
で
き
た
［
図
１
］。

　

本
稿
で
は
、
作
品
概
要
と
と
も
に
五
か
年
の
保
存
修
理
事
業
の
概
要
を
報
告
す
る
。

個
々
の
作
業
の
詳
細
と
技
術
的
な
側
面
、
お
よ
び
十
王
図
修
理
の
特
殊
性
に
つ
い
て

は
、
作
業
を
担
当
さ
れ
た
株
式
会
社
半
田
九
清
堂 

半
田
昌
規
氏
に
よ
る
【
報
告
１
】

を
、
十
王
図
修
理
を
通
し
て
見
え
て
く
る
文
化
財
修
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
五

か
年
の
事
業
全
体
を
監
督
さ
れ
た
朝
賀
浩
氏
に
よ
る
【
報
告
２
】
を
、
本
稿
に
続
い

て
掲
載
し
て
い
る
の
で
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」
の
概
要

　

神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
十
王
図
は
、
南
宋
時
代
の
作
と
さ
れ
る
十

幅
本
で
、
国
の
重
要
文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
。
指
定
名
称
は
「
絹
本
著
色
十

王
図
」、
種
別
・
指
定
番
号
は
「
重
要
文
化
財　

絵
画　

第
一
五
四
九
号
」、
指
定
年

月
日
は
昭
和
三
十
八
年
（
一
九
六
三
）
二
月
十
四
日
で
あ
る
。
当
館
の
前
身
で
あ
る

橋　

本　

遼　

太

小
井
川　
　
　

理

半　

田　

昌　

規

（
株
式
会
社  

半
田
九
清
堂
）

朝　

賀　
　
　

浩

（
京
都
国
立
博
物
館
）

【 

修
理
報
告 

】

重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

保
存
修
理
事
業
報
告

十
王
図
の
保
存
修
理
事
業
に
つ
い
て

橋　

本　

遼　

太

小
井
川　
　
　

理
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神
奈
川
県
立
博
物
館
が
入
手
し
た
の
は
一
九
六
七
年
の
こ
と
。
県
の
備
品
台
帳
に
よ

る
と
、
一
九
六
七
年
三
月
十
九
日
と
同
年
七
月
一
日
の
二
回
に
分
け
て
五
幅
ず
つ
を

購
入
し
て
い
る
。
博
物
館
の
開
館
が
一
九
六
七
年
三
月
二
十
一
日
で
あ
る
か
ら
、
ち

ょ
う
ど
開
館
に
合
わ
せ
て
の
入
手
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
当
館
の
所
蔵
に
な
っ
て
か

ら
初
め
て
の
本
格
的
な
修
理
を
終
え
た
こ
の
機
に
、
改
め
て
作
品
の
概
要
を
記
す
。

　

こ
の
た
び
の
修
理
で
、
各
幅
に
太
巻
軸
を
添
え
る
こ
と
と
な
り
、
収
納
箱
は
都
合

五
個
口
（
一
箱
に
二
幅
を
並
べ
て
収
め
る
）
と
な
っ
た
が
、
修
理
以
前
は
十
幅
を
一

つ
の
印
籠
箱
に
納
め
て
い
た
［
図
２
］。
こ
の
旧
箱
は
桐
材
の
二
重
箱
で
、
旧
外
箱

の
法
量
は
、
縦
七
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
三
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高

さ
十
八
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
旧
内
箱
の
法
量
は
縦
七
二
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
二
六
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
十
六
・
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
内
箱

に
十
幅
を
上
下
二
段
で
収
納
し
て
い
た
。
旧
外
箱
の
蓋
表
の
中
央
に
は
「
十
王
之
圖
」

の
墨
書
、
右
上
に
は
「
非
常
持
出
／
重
要
文
化
財
」
の
墨
書
貼
付
が
あ
る
。
旧
内
箱

の
蓋
表
に
は
「
陸
信
忠
筆　

十
王
之
圖　
　

十
一
幅
」、
旧
内
箱
の
蓋
裏
に
は
「
探

幽
法
眼
審
定
／
法
眼
探
信
斎
」
の
墨
書
と
「
守
政
」
朱
文
方
印
が
あ
る（

（
（

。
旧
内
箱
蓋

表
に
記
さ
れ
る
十
一
幅
と
い
う
員
数
は
現
状
と
は
合
わ
な
い
が
、
か
つ
て
、
お
そ
ら

く
地
蔵
幅
を
含
む
十
一
幅
で
一
具
を
成
し
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

い
く
つ
か
の
幅
の
画
中
に
は
尊
名
の
書
き
入
れ
が
あ
っ
た
と
思
し
き
朱
地
の
区
画

が
あ
る
も
の
の
、
文
字
の
判
読
は
で
き
ず
、
尊
名
の
比
定
は
困
難
で
あ
る
。
各
幅
の

懸
け
緒
に
結
わ
え
ら
れ
て
い
た
小
さ
な
紙
札
（
縦
三
・
二
×
横
一
・
五
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
）
の
一
枚
を
例
に
と
る
と
、
表
面
に
「
⑥
変
成
王
」、
裏
面
に
別
筆
で
「
⑧
」

と
あ
り
、
ま
た
八
双
部
分
に
は
さ
ら
に
別
筆
で
「
宋
帝
王
」
と
鉛
筆
で
の
書
き
入
れ

が
あ
る
な
ど
、
名
づ
け
に
混
乱
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
と
は
別
の
、
表
面
に
「
Ⓑ
王
・

冥
使
」
と
あ
る
一
枚
に
は
、
裏
面
に
「
秀　

⑩
」
と
あ
っ
て
、
さ
ら
に
懸
け
緒
に
結

わ
え
ら
れ
た
紙
縒
り
に
は
「
三
七
宋
帝
王
」
の
墨
書
が
あ
る
。
な
お
、「
Ⓑ
王
・
冥

使
」
の
小
さ
な
紙
札
は
縦
四
・
一
×
横
一
・
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
と
他
の
九
幅
分
よ

り
や
や
縦
長
で
、
結
わ
え
ら
れ
た
時
期
が
異
な
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
他
の
九
幅
分

に
は
「
十
王
図　

５
幅
10
幅
の
う
ち
」
と
あ
っ
て
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
五
幅
ず
つ
二

回
に
分
け
て
入
手
し
た
こ
と
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
や
や
縦
長
の
一

枚
は
県
博
入
手
以
前
に
結
わ
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
仕
様
を
合
わ
せ
て
残
り
の
九

枚
の
紙
札
が
追
加
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

図
様
は
総
じ
て
京
都
大
徳
寺
本
と
近
似
す
る
。
大
徳
寺
本
と
比
較
す
る
と
、『
秘

宝 

第
十
一
巻 

大
徳
寺
』
所
収
図
版
（
六
〇
頁
）
の
図
41
と
図
44
に
相
当
す
る
幅
を

当
館
所
蔵
本
は
欠
い
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
大
徳
寺
本
に
類
似
す
る
作
例
は
ほ
か

に
京
都
海
住
山
寺
本
や
神
奈
川
建
長
寺
本
、
滋
賀
神
照
寺
本
な
ど
が
あ
り
、
一
定
の

流
布
を
見
た
よ
う
で
あ
る
。
県
博
本
は
、
十
王
の
う
ち
二
幅
を
欠
く
代
わ
り
に
、
旗

を
持
つ
従
者
を
伴
っ
た
使
者
を
描
く
二
幅
を
一
具
に
含
む
点
で
稀
有
な
例
で
あ
る
。

　

こ
の
使
者
像
二
幅
は
、
類
例
が
少
な
く
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
十
分
に
解
明
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
今
後
の
研
究
の
余
地
を
残
す
が
、
手
が
か
り
と
な
る
の
が
滋
賀

西
教
寺
所
蔵
の
《
十
王
二
使
者
像
》
で
あ
る
。
西
教
寺
本
は
、
南
宋
仏
画
を
継
承
し

た
元
代
寧
波
の
十
王
図
を
祖
本
と
し
て
高
麗
の
図
様
と
画
風
を
反
映
し
て
制
作
さ
れ

た
と
さ
れ
る
も
の（

（
（

で
、
十
幅
の
十
王
図
と
使
者
像
二
幅
と
で
一
具
を
成
す
作
例
で
あ

る
。
こ
の
二
使
者
像
の
図
様
は
県
博
本
の
使
者
像
に
類
似
し
て
お
り
、
西
教
寺
本
の

画
中
の
書
き
入
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
使
者
像
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
直
府
使
者
」「
監
斎

使
者
」
と
名
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
二
使
者
は
、
十
王
図
の
基

底
に
あ
る
『
預
修
十
王
生
七
経
』
に
は
見
出
せ
ず
、
道
教
と
仏
教
の
追
善
斎
儀
軌
に

見
受
け
ら
れ
る
検
校
の
使
者
と
上
啓
の
使
者
に
由
来
す
る
存
在
と
の
仮
説
が
提
唱
さ

れ
て
お
り
、
さ
ら
に
県
博
本
の
使
者
像
（
西
教
寺
本
の
「
直
府
使
者
」
に
相
当
す
る

幅
）
の
像
容
は
、『
法
界
聖
凡
水
陸
勝
会
修
斎
儀
軌
』
に
み
る
四
大
持
符
使
者
の
イ

メ
ー
ジ
に
通
ず
る
と
の
説
が
あ
る（

（
（

。
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県
博
本
は
修
理
に
よ
り
、
当
初
の
画
絹
、
共
裏
画
絹
、
補
修
絹
の
判
別
が
以
前
よ

り
容
易
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
た
と
え
ば
、
背
屏
の
画
中
画
や
顔
貌
表
現
、
尊

名
の
区
画
な
ど
に
つ
い
て
、
制
作
当
初
の
表
現
か
後
補
の
表
現
か
の
検
討
を
行
え
る

状
況
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
も
っ
と
も
一
口
に
後
補
と
言
っ
て
も
、
画
面
状
況
の
複

雑
な
県
博
本
の
場
合
、
そ
の
時
期
に
つ
い
て
は
複
数
の
段
階
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ

う
し
、
判
断
に
際
し
て
は
入
念
な
観
察
と
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
制
作
当
初

の
絹
の
上
に
描
か
れ
て
い
て
も
、
そ
れ
は
後
の
時
代
に
書
き
足
さ
れ
た
可
能
性
を
残

す
も
の
で
あ
る
し
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
画
絹
の
素
材
や
組
成
な
ど
も
含
め
て
、
今
後

あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
の
分
析
を
試
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

参
考
文
献

中
島
亮
一
「
本
館
所
蔵
の
重
文
「
十
王
図
」」『
館
だ
よ
り
』
通
巻
三
号
、
一
九
六
八
年

『
神
奈
川
県
文
化
財
図
鑑 

絵
画
篇
』
神
奈
川
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
一
年

『
蔵
品
選
集
』
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
五
年

『
元
時
代
の
絵
画
』
大
和
文
華
館
、
一
九
九
八
年

宮
崎
法
子
「
十
王
図
・
二
使
者
図
に
つ
い
て
」『
佛
教
の
美
術
』
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
、
一
九
九
九

年

鷹
巣
純
「
弘
川
寺
本
地
蔵
十
王
図
と
水
陸
画
」『
汎
ア
ジ
ア
の
佛
教
美
術
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、

二
〇
〇
七
年
、
三
六
五
頁

呉
永
三
「
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
所
蔵
〈
十
王
図
〉
十
二
幅
に
関
す
る
高
麗
・
朝
鮮
資
料
か
ら
の
考

察
」『M

useum

』
六
四
二
号
、
五
～
二
十
二
頁
、
二
〇
一
三
年

呉
永
三
「
滋
賀
・
西
教
寺
蔵
『
十
王
二
使
者
図
』」『
佛
教
藝
術
』
三
四
五
号
、
二
〇
一
六
年

註（
1
）
こ
の
墨
書
と
直
接
か
か
わ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
大
倉
集
古
館
所
有
の
重
要
美
術
品
《
探
幽

縮
図 

地
蔵
十
王
図
巻
》（
台
帳
番
号
一
六
四
）
が
記
録
す
る
地
蔵
十
王
図
は
、
県
博
本
や
大

徳
寺
本
の
系
統
を
写
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。『
大
倉
集
古
館
蔵　

探
幽
縮
図
』（
昭
和
五
十

六
年
、
大
塚
工
藝
社
）
で
図
版
が
確
認
で
き
る
。

（
2
）
呉
（
二
〇
一
六
）
論
文

（
3
）
呉
（
二
〇
一
六
）
論
文

（
橋
本
）

二　

保
存
修
理
事
業
の
概
要

（
１
）
実
施
に
至
る
経
緯

　

十
王
図
は
、
前
回
の
修
理
か
ら
年
数
が
経
ち
、
画
面
に
生
じ
た
強
い
横
折
れ
に
よ

り
本
紙
料
絹
の
切
損
や
絵
具
の
剥
落
が
進
み
［
図
２
］、
欠
損
部
周
囲
で
画
絹
の
め

く
れ
た
箇
所
や
、
画
絹
が
繊
維
状
に
ま
ば
ら
に
残
る
部
分
な
ど
は
作
品
の
保
存
上
、

特
に
処
置
を
必
要
と
す
る
状
態
で
あ
っ
た
。
経
年
に
よ
る
汚
れ
や
付
着
物
も
見
ら
れ

制
作
当
初
の
表
現
が
著
し
く
損
な
わ
れ
て
い
た
。

　

博
物
館
で
は
作
品
の
保
全
を
第
一
に
考
え
、
作
品
の
購
入
収
蔵
後
も
展
覧
会
等
で

の
公
開
を
控
え
て
き
た
。
十
幅
の
う
ち
比
較
的
良
好
な
保
存
状
態
の
画
幅
に
つ
い
て

は
展
示
公
開
の
機
会
も
あ
っ
た
も
の
の
、
一
部
の
画
幅
に
負
担
の
偏
る
状
況
は
作
品

の
保
全
に
お
い
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
保
存
状
態
と
そ
れ
に
起
因
し
た

活
用
の
制
限
は
長
年
の
課
題
で
あ
り
、
全
十
幅
の
早
急
な
保
存
修
理
が
望
ま
れ
て
い

た
。
平
成
十
四
年
度
に
は
文
化
庁
よ
り
修
復
設
計
の
指
導
を
受
け
、
ま
た
平
成
二
十

年
度
か
ら
五
か
年
の
修
理
実
施
を
摸
索
し
た
が
、
経
費
的
な
課
題
が
あ
り
実
施
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
改
め
て
保
存
修
理
事
業
の
実
施
を
企
図
し
、
平
成
二
十

三
年
八
月
、
県
教
育
委
員
会
文
化
遺
産
課
担
当
者
立
会
の
も
と
修
復
設
計
の
再
指
導

を
受
け
専
門
業
者
に
見
積
も
り
を
依
頼
し
た
。
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
五
か
年
に
わ

た
る
保
存
修
理
事
業
実
施
が
決
定
し
、
国
指
定
重
要
文
化
財
の
修
理
と
し
て
国
庫
補
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助
を
受
け
、
文
化
庁
の
監
督
指
導
の
も
と
、
㈶
国
宝
修
理
装
潢
師
連
盟
加
盟
の
修
理

工
房
に
お
い
て
事
業
を
実
施
し
た
。

事
業
主
体　
　

神
奈
川
県
（
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
）

事
業
監
督　
　

文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
（
当
時
）

施
工　
　
　
　

株
式
会
社　

半
田
九
清
堂

事
業
期
間　
　

平
成
二
十
四
年
度
～
二
十
八
年
度
（
五
か
年
）

経
費　
　
　
　

三
三
、
二
〇
六
、
〇
〇
〇
円

（
２
）
保
存
修
理
事
業
の
内
容

　

十
王
図
保
存
修
理
事
業
の
作
業
工
程
に
つ
い
て
は
［
資
料
、
106
〜
107
頁
］
を
参
照

さ
れ
た
い
。
な
お
今
回
の
修
理
事
業
で
は
修
理
方
針
の
検
討
お
よ
び
旧
表
装
の
解
体

作
業
に
時
間
を
要
し
た
こ
と
か
ら
平
成
二
十
五
年
度
末
に
文
化
庁
の
指
導
の
も
と
設

計
変
更
を
行
っ
た
。［
資
料
］
に
は
設
計
変
更
前
後
の
予
定
工
期
を
併
記
し
て
い
る
。

　

十
王
図
は
、
本
紙
料
絹
の
劣
化
と
損
傷
、
絵
の
具
の
剥
落
、
画
面
に
生
じ
た
多
数

の
折
れ
な
ど
、
従
前
か
ら
保
存
状
態
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
加
え
て
、
修

理
事
業
開
始
時
の
修
理
設
計
に
よ
り
、

・
本
紙
裏
に
広
範
囲
に
施
さ
れ
た
絹
に
よ
る
裏
打
（
共
裏
打
ち
）
を
原
因
と
し
て
肌

浮
き
や
本
紙
料
絹
の
剥
落
欠
損
が
生
じ
て
い
る
こ
と
、

・
画
幅
は
全
体
と
し
て
は
表
面
か
ら
本
紙
料
絹
―
補
絹
―
共
裏
絹
―
裏
打
紙
の
順
で

重
な
り
つ
つ
、
補
絹
が
本
紙
料
絹
表
面
に
も
露
出
す
る
よ
う
な
複
雑
な
構
造
を
呈

し
て
い
る
箇
所
が
見
ら
れ
る
こ
と
、

・
本
紙
料
絹
が
失
わ
れ
粉
状
に
な
っ
た
断
片
が
共
裏
絹
に
付
着
す
る
箇
所
、
共
裏
絹

も
失
わ
れ
裏
打
紙
が
露
出
す
る
箇
所
な
ど
、
一
幅
の
中
に
損
傷
の
度
合
い
が
異
な

る
部
分
が
混
在
す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
、

・
補
筆
、
補
彩
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
、

な
ど
の
問
題
点
も
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

こ
う
し
た
点
を
改
善
す
る
た
め
、
本
紙
料
絹
の
剥
離
剥
落
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

共
裏
打
ち
の
構
造
を
解
消
し
、
共
裏
絹
は
除
去
す
る
こ
と
と
し
た
。
一
方
で
、
本
紙

の
み
な
ら
ず
本
紙
料
絹
が
失
わ
れ
た
後
に
露
出
し
た
共
裏
絹
に
も
補
筆
や
補
彩
が
多

数
認
め
ら
れ
、
そ
れ
が
現
在
の
作
品
の
見
た
目
を
構
成
し
て
も
い
る
こ
と
か
ら
、
共

裏
絹
を
除
去
す
る
こ
と
で
画
像
を
構
成
す
る
要
素
が
大
幅
に
減
じ
修
理
前
と
の
乖
離

が
生
じ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
共
裏
絹
の
除
去
に
つ
い
て
は
、
本
紙
料
絹
の
残
存

状
況
や
現
状
の
保
存
状
態
で
の
共
裏
絹
の
機
能
―
本
来
は
本
紙
の
裏
打
ち
で
あ
る
も

の
が
、
本
紙
料
絹
が
失
わ
れ
た
現
状
で
は
そ
こ
に
施
さ
れ
た
補
筆
等
と
と
も
に
本
紙

に
準
じ
る
機
能
を
果
た
し
て
い
る
―
、
共
裏
絹
を
除
去
す
る
こ
と
で
生
じ
る
と
考
え

ら
れ
る
作
品
価
値
の
減
少
等
を
総
合
的
に
判
断
し
、
本
紙
料
絹
に
重
な
る
共
裏
絹
は

除
去
し
、
一
方
、
本
紙
料
絹
が
失
わ
れ
た
箇
所
で
絵
画
的
要
素
を
有
す
る
共
裏
絹
は

除
去
せ
ず
残
す
こ
と
を
基
本
方
針
の
一
と
し
た
。

　

ま
た
、
十
王
図
は
、
過
去
の
修
理
に
よ
っ
て
本
紙
料
絹
と
そ
れ
を
裏
打
ち
す
る
構

造
材
が
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
状
況
で
現
在
に
至
っ
て
い
た
。
損
傷
地
図
か
ら
は
本
紙

料
絹
、
共
裏
絹
、
旧
裏
打
紙
、
補
絹
が
複
雑
に
露
出
す
る
状
況
が
見
て
取
れ
る
［
図

3
〜
12
］。
画
面
表
面
で
複
雑
に
入
り
組
ん
だ
状
況
を
呈
す
る
の
に
加
え
、
画
幅
を

断
面
で
見
た
場
合
に
も
現
存
す
る
構
造
材
の
重
な
り
方
が
各
幅
各
箇
所
で
一
様
で
は

な
く
、
そ
れ
が
一
因
と
な
っ
て
画
面
表
面
に
微
妙
な
凹
凸
が
生
じ
、
巻
き
解
き
の
た

び
に
残
存
す
る
本
紙
料
絹
に
負
担
を
与
え
て
い
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
修
理
事
業
で

は
、
複
雑
な
重
な
り
を
極
力
シ
ン
プ
ル
な
も
の
に
し
画
面
を
平
滑
に
す
る
こ
と
も
方

針
の
一
と
し
た
。

　

修
理
前
の
画
幅
の
裏
打
ち
に
用
い
ら
れ
た
裏
打
紙
は
総
じ
て
墨
色
が
濃
く
、
経
年

の
汚
れ
に
加
え
て
画
面
を
一
層
暗
い
印
象
に
し
て
い
た
。
新
し
い
肌
裏
紙
は
、
裏
打

ち
の
構
造
を
除
去
し
た
後
の
画
幅
表
面
の
印
象
に
合
わ
せ
た
色
調
を
選
択
す
る
た
め
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検
討
を
進
め
、
全
十
幅
の
修
理
後
の
統
一
感
も
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら
各
幅
に
合
せ
て

色
調
を
調
整
し
、
結
果
、
四
種
類
の
色
調
の
肌
裏
紙
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

共
裏
絹
を
は
じ
め
と
す
る
旧
構
造
材
の
除
去
に
際
し
て
繊
細
な
判
断
が
必
要
と
な

っ
た
こ
と
や
、
黴
の
痕
跡
と
見
ら
れ
て
い
た
付
着
物
が
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

な
ど
、
解
体
修
理
の
過
程
の
一
々
で
作
業
内
容
を
判
断
す
る
必
要
が
生
じ
た
こ
と
か

ら
、
十
王
図
修
理
は
当
初
想
定
さ
れ
て
い
た
以
上
に
複
雑
か
つ
繊
細
な
判
断
を
要
す

る
事
業
と
な
っ
た
。
結
果
、
事
業
二
年
度
目
と
な
る
平
成
二
十
五
年
度
末
時
点
で
、

事
業
開
始
時
の
修
理
設
計
内
容
か
ら
作
業
工
程
の
延
伸
が
必
要
と
な
り
、
設
計
変
更

を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

　

以
下
、
各
年
度
の
作
業
内
容
を
概
観
す
る
。

①　

平
成
二
十
四
年
度

　

修
理
前
の
記
録
・
調
査
［
工
程
①
］、
表
装
の
解
体
と
剥
落
止
め
［
工
程
②
］
お

よ
び
汚
れ
の
除
去
［
工
程
③
、
図
13
］
を
行
っ
た
。

　

修
理
前
の
記
録
・
調
査
に
よ
り
損
傷
地
図
が
作
成
さ
れ
［
図
3
～
12
］、
当
初
の

画
面
が
残
る
箇
所
、
当
初
の
画
面
が
失
わ
れ
た
箇
所
、
補
絹
箇
所
等
の
分
布
が
明
ら

か
と
な
り
、
以
後
の
作
業
方
針
を
決
定
す
る
際
の
前
提
と
な
る
情
報
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
表
装
解
体
の
過
程
で
画
幅
が
複
雑
な
構
造
を
有
す
る
こ
と
も
見
受
け
ら
れ
た
。

次
年
度
に
継
続
す
る
作
業
と
し
て
、
剥
落
止
め
と
汚
れ
除
去
の
作
業
を
行
っ
た
。

②　

平
成
二
十
五
年
度

　

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
剥
落
止
め
お
よ
び
汚
れ
の
除
去
を
行
い
、
養
生
、
裏
打
ち

除
去
作
業
の
た
め
に
画
幅
表
面
に
施
す
表
打
ち
［
工
程
⑥
、
図
13
］、
旧
肌
裏
お
よ

び
旧
補
紙
の
除
去
、
旧
補
絹
の
除
去
［
工
程
⑦
、
図
13
］
を
行
っ
た
。

　

共
裏
打
ち
を
は
じ
め
補
絹
や
裏
打
紙
な
ど
、
過
去
の
修
理
に
よ
り
複
雑
に
入
り
組

ん
だ
構
造
は
、
画
幅
の
損
傷
の
原
因
と
な
っ
て
い
た
。
一
方
で
、
現
在
の
鑑
賞
性
を

維
持
し
つ
つ
問
題
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
各
箇
所
の
構
造
を
把
握
し
た
上
で
共
裏

絹
、
補
絹
、
裏
打
紙
の
除
去
の
如
何
を
決
定
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
基
本
方
針
の
み

で
は
判
断
の
難
し
い
状
態
が
認
め
ら
れ
る
つ
ど
、
所
蔵
者
、
修
理
監
督
者
、
修
理
工

房
で
協
議
を
行
い
作
業
方
針
を
決
定
し
た
。
以
後
の
作
業
と
作
品
の
今
後
に
大
き
く

影
響
を
及
ぼ
す
重
要
な
決
定
で
あ
り
検
討
に
十
分
な
時
間
を
確
保
し
た
結
果
、
当
年

度
の
作
業
が
延
伸
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。
表
打
ち
、
旧
肌
裏
お
よ
び
旧

補
紙
の
除
去
、
旧
補
絹
の
除
去
に
つ
い
て
は
継
続
延
伸
と
す
る
こ
と
と
し
、
設
計
変

更
を
行
っ
た
。

③　

平
成
二
十
六
年
度

　

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
表
打
ち
、
旧
肌
裏
紙
お
よ
び
旧
補
紙
の
除
去
、
旧
補
絹
の

除
去
を
行
っ
た
。
各
幅
の
作
業
進
捗
に
応
じ
て
の
継
続
作
業
と
な
っ
た
。

　

旧
肌
裏
紙
の
除
去
の
段
階
で
は
裏
彩
色
の
存
在
も
確
認
さ
れ
た
［
図
14
］。
過
去

の
修
理
の
際
に
肌
上
げ
を
行
っ
た
後
に
共
裏
打
ち
を
施
し
、
再
度
旧
肌
裏
紙
に
よ
っ

て
裏
打
ち
を
し
た
と
考
え
ら
れ
る
特
異
な
構
造
の
箇
所
も
あ
り
、
共
裏
絹
の
背
面
と

な
る
部
分
の
肌
裏
紙
に
は
裏
彩
色
の
絵
具
が
粉
状
に
付
着
し
て
い
る
部
分
も
あ
っ

た
。
旧
肌
裏
紙
は
除
去
さ
れ
る
た
め
裏
彩
色
の
範
囲
の
記
録
を
取
っ
た
の
ち
除
去
作

業
を
行
っ
た
。
裏
彩
色
の
付
着
す
る
旧
肌
裏
紙
は
、
他
の
旧
肌
裏
紙
と
は
別
に
保
存

す
る
こ
と
と
し
た
。

　

当
年
度
か
ら
の
作
業
と
し
て
、
裏
打
ち
の
構
造
を
解
体
す
る
に
際
し
て
の
裏
面
記

録
の
作
成
［
図
14
］、
本
紙
画
面
と
色
調
を
合
わ
せ
た
新
し
い
肌
裏
紙
に
よ
る
肌
裏

打
ち
［
工
程
⑧
、
図
13
］、
表
打
ち
紙
の
除
去
［
工
程
⑨
、
図
13
］
の
作
業
に
着
手

し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
度
ま
で
継
続
し
て
き
た
汚
れ
除
去
の
作
業
の
過
程
で
、
第
十
尊
幅

に
点
在
す
る
白
い
粉
状
の
付
着
物
［
図
13
］
に
つ
い
て
は
通
常
の
方
法
で
の
除
去
が

困
難
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
除
去
方
法
の
判
断
の
た
め
、
東
京
文
化
財
研
究
所

保
存
修
復
科
学
セ
ン
タ
ー
に
粉
状
物
質
の
同
定
を
依
頼
し
た
。
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④ 

平
成
二
十
七
年
度

　

平
成
二
十
五
年
度
お
よ
び
前
年
度
か
ら
継
続
し
て
、
旧
肌
裏
紙
お
よ
び
旧
補
紙
の

除
去
、
旧
補
絹
の
除
去
、
裏
面
の
記
録
、
肌
裏
打
ち
、
表
打
ち
紙
の
除
去
の
作
業
を

行
っ
た
。
各
幅
は
損
傷
状
況
が
一
様
で
は
な
く
、
各
幅
の
状
態
に
応
じ
て
以
上
の
作

業
を
進
め
た
結
果
、
平
成
二
十
六
年
度
、
二
十
七
年
度
の
作
業
に
つ
い
て
は
、
全
十

幅
の
中
で
作
業
の
進
捗
に
違
い
が
出
た
。
当
年
度
の
作
業
と
し
て
、
作
業
実
施
を
延

伸
し
て
い
た
補
絹
［
工
程
⑩
、
図
13
］、
一
回
目
の
増
裏
打
ち
［
工
程
⑪
、
図
13
］、

折
れ
伏
せ
［
工
程
⑫
、
図
13
］、
二
回
目
の
増
裏
打
ち
［
工
程
⑬
、
図
13
］、
表
装
裂

の
新
調
［
工
程
⑭
］
を
実
施
し
、
補
彩
［
工
程
⑮
］
に
着
手
し
た
。

　

裏
打
ち
の
除
去
の
み
で
は
画
面
の
平
滑
性
に
不
安
が
あ
る
箇
所
や
絵
具
層
が
露
出

し
剥
落
の
リ
ス
ク
が
特
に
高
い
箇
所
に
は
画
面
表
面
か
ら
の
補
絹
補
彩
を
行
っ
た
。

劣
化
絹
を
用
い
、
膠
着
性
を
減
じ
て
行
っ
た
補
絹
で
あ
り
、
今
後
長
期
間
に
及
ぶ
取

り
扱
い
の
い
ず
れ
か
の
時
点
で
補
絹
箇
所
の
膠
着
が
弱
ま
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ

る
。
周
囲
の
画
面
と
の
微
妙
な
差
異
が
あ
る
と
い
う
情
報
を
確
実
に
引
き
継
い
で
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
第
十
尊
幅
に
見
ら
れ
る
白
い
粉
状
の
付
着
物
の
除
去
に
つ
い
て
、
東
京
文

化
財
研
究
所
保
存
修
復
化
学
セ
ン
タ
ー
に
協
力
を
仰
ぎ
、
早
川
典
子
氏
（
主
任
研
究

員
、
当
時
）
の
助
言
に
よ
りD

M
S

O

に
よ
る
除
去
作
業
を
行
っ
た
［
図
13
］。
周
囲

に
残
る
本
紙
料
絹
に
及
ぼ
す
影
響
を
鑑
み
完
全
な
除
去
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
付

着
物
の
状
況
は
従
前
よ
り
軽
減
さ
れ
た
。

⑤　

平
成
二
十
八
年
度

　

前
年
度
か
ら
継
続
し
て
画
幅
表
面
か
ら
の
補
絹
補
彩
を
行
っ
た
。
五
か
年
の
保
存

修
理
事
業
の
最
終
年
度
と
し
て
、
新
規
表
装
の
作
業
に
着
手
し
、
中
裏
打
ち
［
工
程

⑰
］、
総
裏
打
ち
［
工
程
⑱
、
図
13
］、
仕
立
て
［
工
程
⑳
］
を
経
て
、
新
保
存
箱
へ

の
収
納
［
工
程
㉑
］、
報
告
書
の
作
成
［
工
程
㉓
］
を
行
っ
た
。

　

修
理
を
完
了
し
た
十
王
図
は
平
成
二
十
九
年
三
月
二
十
八
日
、
納
品
さ
れ
た
。
当

時
、
所
蔵
館
で
あ
る
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
は
空
調
設
備
等
改
修
工
事
中
で
あ
っ

た
た
め
、
所
蔵
資
料
の
一
部
保
管
を
依
頼
し
て
い
た
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
に
お
い

て
納
品
検
査
を
行
っ
た
。
平
成
二
十
九
年
十
二
月
に
改
修
工
事
が
終
了
し
、
翌
三
十

年
二
月
九
日
に
他
の
所
蔵
資
料
と
と
も
に
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
に
搬
入
収
蔵

し
、
現
在
に
至
る
。

（
３
）
保
存
修
理
事
業
の
結
果

　

保
存
修
理
事
業
の
結
果
、
広
範
囲
に
施
さ
れ
て
い
た
共
裏
打
ち
が
解
消
さ
れ
剥
離

剥
落
の
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ
た
。
本
紙
料
絹
の
残
存
状
況
と
併
せ
て
共
裏
絹
、
補
絹

の
除
去
の
如
何
を
細
か
く
判
断
し
、
ま
た
各
幅
の
状
況
に
合
わ
せ
て
新
た
な
肌
裏
紙

を
用
意
し
た
こ
と
に
よ
り
、
鑑
賞
性
を
維
持
し
つ
つ
平
滑
な
画
面
と
健
全
な
画
幅
構

造
が
実
現
し
、
取
り
扱
い
の
際
の
リ
ス
ク
も
軽
減
さ
れ
た
。

　

全
体
に
明
る
さ
を
取
り
戻
し
た
画
面
か
ら
は
、
個
々
の
図
様
に
加
え
軽
や
か
で
的

確
な
線
描
表
現
を
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
獄
卒
の
表
情
や
十
王
の
背
後
に
立
て

ま
わ
さ
れ
た
衝
立
に
描
か
れ
た
水
墨
山
水
な
ど
も
修
理
前
に
比
し
て
確
認
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。
様
式
判
断
の
た
め
の
情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
中
国
・
南
宋
時
代
と
さ
れ
て
き
た
制
作
年
代
の
検
討
を
さ
ら
に
進
め
る
こ

と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
本
紙
料
絹
の
裏
面
か
ら
確
認
さ
れ
た
裏
彩
色
は
絵
絹

と
画
材
の
取
り
扱
い
に
長
け
た
絵
師
に
よ
る
制
作
を
伝
え
る
も
の
で
、
制
作
環
境
の

理
解
に
一
層
の
深
み
を
与
え
る
情
報
で
あ
る
。

　

解
体
修
理
の
過
程
で
明
ら
か
と
な
っ
た
本
紙
料
絹
、
共
裏
絹
、
補
絹
、
肌
裏
紙
が

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
画
幅
の
構
造
は
、
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
修
理
の
歴
史
と
修
理

に
携
わ
っ
た
者
の
意
図
の
な
に
が
し
か
を
伝
え
る
も
の
で
も
あ
り
、
作
品
を
守
り
伝

え
よ
う
と
し
て
き
た
営
為
を
も
示
し
て
い
る
。
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筒
井 

忠
仁　

寺
嵜 

弘
康　

早
川 

典
子　

林 

温　

半
田 

幾
子　

半
田 

昌
規　

堀
江 

伸
一　

増
記 

隆
介　

綿
田 

稔

　

な
お
、
巻
頭
カ
ラ
ー
図
1
、
2
―
6
、
2
―
7
、
3
―
2
、
4
―
2
、
5
―

2
、
6
―
2
、
7
―
2
、
8
―
2
、
9
―
2
、
10
―
2
、
11
―
2
、
12
―
2
、

13
、
14
の
写
真
は
株
式
会
社 

半
田
九
清
堂
よ
り
提
供
を
受
け
た
。

（
小
井
川
）

　

修
理
を
終
え
て
全
十
幅
を
五
箱
の
保
存
箱
で
収
蔵
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
旧
表
具

は
旧
収
納
箱
に
収
め
、
旧
態
の
保
存
状
態
を
う
か
が
わ
せ
る
資
料
と
し
て
保
存
し
て

い
る
。
解
体
修
理
に
よ
っ
て
は
が
さ
れ
た
旧
表
具
は
一
括
で
保
管
し
て
い
る
が
、
今

回
の
修
理
で
は
復
帰
箇
所
が
判
明
し
な
か
っ
た
画
幅
断
片
や
裏
彩
色
の
痕
跡
の
残
る

旧
表
具
等
に
つ
い
て
は
該
当
す
る
画
幅
の
新
保
存
箱
に
収
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
作
品

情
報
を
残
す
断
片
等
と
付
帯
情
報
の
継
承
に
つ
い
て
は
、
所
蔵
館
と
し
て
長
期
的
か

つ
継
続
的
な
管
理
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

十
王
図
は
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
絵
画
作
品
の
中
で
も
特
に
制
作

年
代
が
古
く
、
昭
和
四
十
二
年
の
開
館
当
初
か
ら
絵
画
部
門
を
代
表
す
る
作
品
の
ひ

と
つ
で
あ
っ
た
。
か
つ
て
十
一
幅
か
ら
な
り
冥
使
を
描
く
二
幅
を
含
む
構
成
は
十
王

図
の
現
存
作
例
の
中
で
も
特
色
の
あ
る
も
の
で
、
図
像
の
系
統
や
十
王
信
仰
を
考
え

る
上
で
も
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回
の
修
理
の
過
程
で
判
明
し
た
複
雑
な

画
幅
と
表
装
の
構
造
は
作
品
の
受
容
の
歴
史
を
考
え
る
上
で
も
貴
重
な
情
報
と
な
る

だ
ろ
う
。

　

五
か
年
に
わ
た
る
保
存
修
理
事
業
に
よ
り
画
幅
は
展
示
公
開
の
か
な
う
状
態
に
改

善
さ
れ
た
。
同
時
に
、
作
品
理
解
に
資
す
る
貴
重
な
新
情
報
を
得
る
機
会
と
な
り
、

一
方
で
新
た
な
課
題
を
認
識
す
る
機
会
と
も
な
っ
た
。
こ
の
成
果
を
確
か
に
共
有
し

継
承
す
る
こ
と
、
適
正
な
展
示
公
開
を
通
し
て
請
来
仏
画
研
究
に
資
す
る
こ
と
が
、

所
蔵
館
と
し
て
や
が
て
来
る
次
の
修
理
ま
で
に
な
す
べ
き
仕
事
で
あ
ろ
う
。
本
稿
が

そ
の
前
提
、
基
盤
を
な
す
記
録
と
し
て
共
有
さ
れ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
十
王
図
保
存
修
理
事
業
に
か
か
り
ご
協
力
を
い
た
だ
い

た
方
々
に
改
め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
（
敬
称
略
、
五
十
音
順
）。

朝
賀 

浩　

梅
沢 

恵　

川
口 

德
治
朗　

鬼
原 

俊
枝　

小
林 

達
朗　

土
屋 

三
恵　
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本工程表は修理設計書をもとに作成した。当初設計から変更のあった工程は点線で作業期間を示した。作業および進行の具体については半田昌規氏【報告１】
を参照されたい。
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半　

田　

昌　

規

【 

報
告
１ 

】

重
要
文
化
財
「
十
王
図
」
の
修
理
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

見
え
て
き
た
こ
と

一
　
修
理
の
概
要
・
修
理
前
損
傷
状
況

　

十
幅
対
で
あ
る
「
十
王
図
」
の
損
傷
は
様
々
で
あ
っ
た
が
、
次
の
よ
う
な
損
傷
状

態
で
あ
っ
た
。

・
作
品
全
体
に
強
い
折
れ
が
見
ら
れ
、
折
れ
山
か
ら
の
本
紙
の
切
れ
や
剥
落
が
見
ら

れ
る
。

・
本
紙
に
欠
損
が
多
く
見
ら
れ
る
。

・
本
紙
に
絹
（
共
裏
絹
）
で
裏
打
ち
（
共
裏
打
ち
）
が
さ
れ
て
い
る
。
共
裏
絹
は
全

て
の
本
紙
が
同
じ
で
は
な
く
、
複
数
種
類
の
絹
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。（
注
・「
共

裏
絹
」
と
は
絹
に
描
か
れ
た
作
品
の
裏
打
ち
に
使
用
さ
れ
る
類
似
の
絹
、「
共
裏

打
ち
」
と
は
絹
に
描
か
れ
た
作
品
に
類
似
の
絹
で
施
さ
れ
る
裏
打
ち
の
こ
と
。）

・
本
紙
と
共
裏
絹
と
の
接
着
が
弱
く
、
共
裏
絹
か
ら
本
紙
料
絹
が
剥
離
・
剥
落
し
て

い
る
。

・
本
紙
欠
損
部
の
裏
面
か
ら
補
絹
や
補
紙
が
さ
れ
て
い
る
。
補
絹
は
本
紙
料
絹
と
織

り
組
織
や
色
が
合
っ
て
い
な
い
。（
注
・「
補
絹
」
と
は
絹
の
欠
損
部
に
類
似
の
絹

を
補
填
す
る
こ
と
、「
補
紙
」
と
は
紙
の
欠
損
部
に
類
似
の
紙
を
補
填
す
る
こ
と
。）

・
本
紙
料
絹
が
裏
面
に
重
な
る
補
絹
や
補
紙
に
押
さ
れ
、
擦
れ
た
こ
と
に
よ
り
欠
失

し
、
補
絹
や
補
紙
が
画
面
に
露
出
し
て
い
る
。

・
補
絹
の
一
部
に
不
自
然
な
加
筆
が
あ
る
【
第
五
、
七
、
九
尊
像
】。

・
本
紙
、
補
絹
、
古
い
肌
裏
紙
、
共
裏
絹
の
上
か
ら
広
範
囲
に
加
筆
が
さ
れ
て
い
る
。

・
本
紙
と
共
裏
絹
の
間
に
、
前
回
の
修
理
以
前
の
古
い
肌
裏
紙
の
一
部
が
残
っ
て
い

る
。
欠
損
部
か
ら
見
え
て
い
る
古
い
肌
裏
紙
に
は
、
裏
彩
色
が
付
着
し
露
出
し
て

い
る
箇
所
も
あ
る
【
第
二
、
九
尊
像
】。

・
共
裏
絹
や
補
修
材
に
よ
っ
て
、
本
紙
画
面
に
極
端
な
凹
凸
が
現
れ
て
い
る
。

・
共
裏
絹
や
裏
打
紙
の
色
が
画
面
に
影
響
し
、
本
紙
と
共
裏
絹
の
色
の
差
に
な
っ
て

斑
に
見
え
て
い
る
【
第
一
、
二
、
三
、
五
、
六
、
八
、
九
尊
像
】。

・
共
裏
絹
の
上
に
細
か
い
本
紙
の
絹
片
が
付
着
し
て
い
る
。

・
絵
具
の
剥
落
が
見
ら
れ
る
。

・
本
紙
表
面
に
白
い
付
着
物
が
見
ら
れ
る
。

・
経
年
の
汚
れ
が
見
ら
れ
る
。

・
共
裏
絹
の
剥
ぎ
部
分
に
厚
み
が
あ
り
、
本
紙
や
共
裏
絹
が
擦
れ
て
い
る
【
第
四
、

七
、
八
尊
像
】。

二　

修
理
の
概
要
・
修
理
方
針

　

こ
の
よ
う
な
損
傷
状
況
を
充
分
に
把
握
し
、
次
の
よ
う
な
修
理
方
針
を
立
て
た
。

　

本
作
品
は
欠
損
が
多
く
、
欠
損
部
を
補
修
す
る
た
め
に
本
紙
の
裏
面
か
ら
絹
で
裏

打
ち
を
行
う
「
共
裏
打
ち
」
が
さ
れ
て
い
る
。「
共
裏
打
ち
」
は
本
紙
料
絹
と
共
裏

絹
が
互
い
に
織
物
で
あ
る
た
め
、
凹
凸
の
あ
る
表
面
の
わ
ず
か
に
接
触
す
る
点
で
接

着
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
接
着
力
が
弱
く
、
こ
の
た
め
本
紙
料
絹
に
深
刻
な
剥
離
や
剥

落
が
進
行
し
て
い
る
。
本
紙
裏
面
に
は
補
絹
や
補
紙
な
ど
の
補
修
材
が
あ
り
、
本
紙
・

補
修
材
・
古
い
肌
裏
紙
・
共
裏
絹
な
ど
が
重
な
っ
た
複
雑
な
構
造
に
な
っ
て
い
る

（
109
・
110
頁
「
作
品
の
構
造
Ⅰ
・
Ⅱ
」
参
照
）。
こ
れ
ら
の
構
造
物
に
よ
っ
て
画
面
に

極
端
な
凹
凸
が
現
れ
、
本
紙
の
折
れ
・
剥
落
・
擦
れ
・
絵
具
剥
落
の
原
因
と
な
っ
て
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い
る
。
ま
た
、
本
紙
・
補
修
材
・
古
い
裏
打
紙
・
共
裏
絹
の
上
か
ら
、
広
範
囲
に
加

筆
が
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
損
傷
を
緩
和
し
作
品
を
安
全
に
保
存
活
用
す
る
た
め
、
損
傷
の
原
因
と

な
っ
て
い
る
「
共
裏
打
ち
」
の
構
造
を
解
消
し
、
作
品
の
保
存
性
と
鑑
賞
性
を
回
復

す
る
た
め
の
解
体
修
理
を
行
う
。

　

ま
た
本
作
品
は
、
表
に
見
え
て
い
る
共
裏
絹
や
補
修
材
の
広
範
囲
に
加
筆
が
あ
り
、

こ
れ
ら
を
除
去
す
る
こ
と
は
現
在
見
え
て
い
る
表
現
の
多
く
を
失
い
、
作
品
の
見
え

方
が
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
後
補
を
含
む
現
在
の
見
え
方
の
現
状
維
持

を
基
本
と
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
本
紙
に
与
え
る
劣
化
要
因
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と

し
た
修
理
を
行
う
。

・
本
紙
・
補
修
材
・
共
裏
絹
・
裏
打
紙
等
の
構
造
や
、
加
筆
の
状
況
を
調
査
に
よ
り

明
確
に
す
る
。

・
加
筆
の
あ
る
共
裏
絹
や
補
修
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
所
蔵
者
及
び
監
督
者
と

十
分
な
協
議
を
行
う
。

　

修
理
方
針
の
検
討
を
損
傷
図
（
巻
頭
カ
ラ
ー
図
3
〜
12
参
照
）
を
も
と
に
、
加
筆

の
あ
る
補
修
材
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
所
蔵
者
及
び
監
督
者
と
協
議
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
に
決
定
し
た
（
下
図　
「
作
品
の
構
造
Ⅰ
」 

参
照
）。

・
現
在
表
面
に
見
え
て
い
る
共
裏
絹
は
本
紙
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
全
て
残
し
、
表

面
に
見
え
な
い
本
紙
料
絹
裏
面
の
共
裏
絹
は
、
本
紙
の
損
傷
原
因
と
な
っ
て
い
る

の
で
全
て
除
去
す
る
（
下
図 

①
）。

・
本
紙
裏
面
か
ら
当
た
っ
て
い
る
補
絹
は
、
本
紙
の
損
傷
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で

基
本
的
に
除
去
す
る
。

・
加
筆
の
あ
る
補
絹
の
う
ち
、
不
自
然
な
加
筆
の
あ
る
補
絹
は
除
去
す
る
が
、
そ
れ

以
外
の
補
絹
は
本
紙
と
の
重
な
り
部
分
を
除
去
し
て
残
す
（
下
図 

②
）。

・
本
紙
料
絹
が
擦
れ
た
こ
と
に
よ
り
欠
失
し
て
露
出
し
て
い
る
補
絹
は
、
付
着
物
と

 

図　「作品の構造Ⅰ」（加筆のある部分）修理前

①　本紙、補絹（A）、共裏絹（D）の重なりによって画面に凸凹が生じている。
②　本紙、補絹（A）、共裏絹（D）の上から加筆がされている。
③　本紙の下に補絹（A）があり、本紙を押し出している。
④　本紙が摩耗し補絹（A）が露出している
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認
識
し
除
去
す
る
（
109
頁
図 

④
）。

・
補
絹
除
去
後
、
加
筆
に
よ
り
厚
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
の
段
差
が
生
じ
た
箇
所
に

は
、
厚
み
調
整
の
た
め
和
紙
を
裏
打
ち
し
た
劣
化
絹
で
補
絹
（
補
彩
補
絹
）
を
行

う
【
第
三
、
四
、
七
、
八
、
十
尊
像
】（
109
頁
図 

④
）。

・
顔
の
加
筆
が
あ
る
露
出
し
た
肌
裏
紙
は
、
加
筆
が
あ
る
部
分
の
み
残
す
【
第
二
尊

像
】。

・
本
紙
に
重
な
っ
た
共
裏
絹
や
補
修
材
を
除
去
し
て
画
面
の
凹
凸
を
解
消
し
、
新
規

に
薄
美
濃
紙
で
肌
裏
打
ち
を
行
い
、
本
紙
を
接
着
し
安
定
さ
せ
る
。

・
共
裏
絹
の
除
去
は
、
共
裏
絹
や
補
修
材
の
除
去
お
よ
び
調
整
を
安
全
に
行
い
、
ま

た
画
面
裏
側
の
調
査
を
行
う
た
め
、
本
紙
に
表
打
ち
を
施
し
画
面
を
固
定
さ
せ
て

行
う
。

・
新
規
肌
裏
紙
は
、
各
幅
の
鑑
賞
性
が
回
復
し
、
か
つ
十
幅
全
体
の
見
え
方
が
統
一

で
き
る
よ
う
に
、
肌
裏
紙
の
色
味
を
そ
れ
ぞ
れ
調
整
し
用
い
る
。

・
白
い
付
着
物
を
調
査
し
、
本
紙
に
対
し
て
安
全
な
範
囲
で
の
除
去
方
法
を
検
討
す

る
。

・
表
装
裂
・
軸
首
・
金
具
等
は
作
品
に
よ
り
相
応
し
い
も
の
で
新
調
す
る
。

・
折
れ
の
再
発
を
予
防
す
る
た
め
、
桐
材
太
巻
芯
で
本
紙
を
巻
い
て
保
存
す
る
。
太

巻
芯
の
新
調
に
伴
い
、
桐
材
印
籠
内
箱
・
黒
漆
塗
り
桐
材
中
継
ぎ
印
籠
外
箱
・
中

性
紙
四
方
帙
を
新
調
す
る
。

三　

修
理
の
概
要
・
損
傷
調
査

　

前
述
の
修
理
前
損
傷
状
況
を
詳
し
く
把
握
す
る
た
め
と
、
作
品
の
所
有
者
で
あ
る

博
物
館
の
修
理
担
当
学
芸
員
や
重
要
文
化
財
を
修
理
す
る
う
え
で
修
理
を
監
督
す
る

立
場
に
あ
る
文
化
庁
の
調
査
官
と
作
品
の
状
況
に
つ
い
て
の
詳
し
い
情
報
を
共
有
す

る
た
め
、
損
傷
図
（
図
３
～
12
参
照
）
を
作
成
す
る
こ
と
は
必
須
で
あ
り
、
作
成
す

 

「作品の構造Ⅱ」（裏彩色、古い肌裏紙）修理前

①　表面から見えている共裏絹（D）（裏面に裏彩色が付着している）。
②　本紙と重なった共裏絹（D）（裏面に裏彩色が付着している）。
③　古い肌裏紙（B）の一部が本紙裏面に付着している。この古い肌裏紙は共裏絹の裏打紙（E）から切り抜かれた同一の紙。
④　古い肌裏紙の表面に裏彩色が付着している。
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第一尊 欠損部除去後補彩 全図

第四尊 欠損部除去後補彩 全図

第一尊 欠損部全除去 全図

第四尊 欠損部全除去 全図

第一尊 本紙修理前 全図

第四尊 本紙修理前 全図
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る
た
め
の
状
態
調
査
と
状
態
を
視
覚
的
に
分
か
り
や
す
く
整
理
し
、
損
傷
図
を
完
成

さ
せ
る
ま
で
に
要
し
た
時
間
は
十
カ
月
近
く
に
及
ん
だ
。

　

損
傷
図
を
基
に
し
、
当
初
に
予
定
し
た
修
理
方
針
を
更
に
作
品
の
状
況
に
応
じ
て
、

よ
り
良
い
方
向
へ
と
検
討
が
重
ね
ら
れ
た
際
、
加
筆
や
補
筆
の
あ
る
補
絹
や
共
裏
絹

を
全
て
除
去
し
た
場
合
に
画
面
は
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画

像
を
作
成
し
た
（
111
・
112
頁
図
）。

　

こ
の
よ
う
に
十
幅
の
内
の
三
例
を
み
て
も
、
中
央
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
画
面
以
外
を

白
く
抜
い
た
も
の
に
は
、
こ
れ
だ
け
の
差
が
あ
る
こ
と
が
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画

像
か
ら
判
断
で
き
る
。

　

左
側
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
画
像
は
、
多
く
の
国
指
定
文
化
財
絵
画
の
修
理
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
部
分
以
外
の
箇
所
に
は
、
新
た
に
補
修
絹
を
補
填
し
て
基
調
色

と
な
る
作
品
全
体
の
「
地
色
」
と
呼
ば
れ
る
色
合
い
に
す
る
の
と
同
様
に
処
置
し
た

場
合
、
ど
の
よ
う
に
見
え
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

絵
画
修
理
に
お
い
て
は
、
修
理
後
の
姿
を
想
定
し
て
、
度
重
な
る
過
去
の
修
理
に

於
い
て
施
さ
れ
た
、
加
筆
や
補
筆
を
含
む
、
数
々
の
加
え
ら
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

何
を
残
す
の
か
、
何
を
取
り
除
く
の
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
作
品
を
解
体
す
る
前
の
段
階
で
、
画
面
の
描
写
に
関
す
る
出
来

る
限
り
の
情
報
を
集
め
る
必
要
が
あ
る
。
病
状
が
複
雑
で
、
治
療
法
や
手
術
の
方
法

が
決
ま
る
ま
で
に
様
々
な
検
査
を
受
け
る
患
者
と
同
じ
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
て
、
現
在
表
面
に
見
え
て
い
る
共
裏
絹
は
本
紙
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
全

て
残
し
、
表
面
に
見
え
な
い
本
紙
料
絹
裏
面
の
共
裏
絹
は
、
本
紙
の
損
傷
原
因
と
な

っ
て
い
る
の
で
全
て
除
去
す
る
。
ま
た
、
本
紙
裏
面
か
ら
当
た
っ
て
い
る
補
絹
は
、

本
紙
の
損
傷
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
基
本
的
に
除
去
す
る
が
、
加
筆
の
あ
る
補
絹

の
う
ち
、
不
自
然
な
加
筆
の
あ
る
補
絹
は
除
去
し
、
そ
れ
以
外
の
補
絹
は
本
紙
と
の

重
な
り
部
分
を
除
去
し
て
残
す
。
そ
の
他
、
本
紙
料
絹
が
擦
れ
た
こ
と
に
よ
り
欠
失

第十尊 欠損部除去後補彩 全図 第十尊 欠損部全除去 全図 第十尊 本紙修理前 全図
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し
て
露
出
し
て
い
る
補
絹
は
、
付
着
物
と
認
識
し
除
去
す
る
。

　

補
絹
除
去
後
、
加
筆
に
よ
り
厚
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
の
段
差
が
生
じ
た
箇
所
に

は
、
厚
み
調
整
の
た
め
和
紙
を
裏
打
ち
し
た
劣
化
絹
で
補
絹
（
補
彩
補
絹
）
を
行
い
、

顔
の
加
筆
が
あ
る
露
出
し
た
肌
裏
紙
は
、
加
筆
が
あ
る
部
分
の
み
残
す
と
い
う
、
修

理
の
具
体
的
な
方
向
性
が
定
ま
っ
た
。

四　

修
理
の
概
要
・
修
理
工
程

一
、
剥
落
止
め
①

・
絵
具
剥
落
の
危
険
が
あ
る
箇
所
に
牛
膠
水
溶
液
三
％
（
重
量
比
、
以
下
同
じ
）
と

布
海
苔
抽
出
液
の
混
合
液
を
注
し
入
れ
、
軽
く
圧
し
を
し
て
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。

・
本
紙
料
絹
が
共
裏
絹
か
ら
浮
い
て
め
く
れ
た
箇
所
の
隙
間
に
、
新
糊
（
小
麦
澱
粉

糊
）
を
筆
に
て
注
し
入
れ
上
か
ら
軽
く
圧
し
を
し
、
接
着
し
た
。

二
、
白
い
付
着
物
の
除
去
①

・
白
い
付
着
物
に
室
温
の
濾
過
水
を
塗
布
し
、
養
生
紙
越
し
に
吸
い
取
り
紙
に
移
し

取
っ
た
。
付
着
物
の
除
去
は
本
紙
に
負
担
を
か
け
な
い
範
囲
で
行
っ
た
。

三
、
解
体

・
軸
木
、
発
装
を
取
り
外
し
、
掛
幅
装
を
解
体
し
、
表
装
か
ら
本
紙
部
分
を
切
り
抜

き
取
り
外
し
た
。

四
、
旧
総
裏
紙
の
除
去

・
本
紙
裏
面
に
室
温
の
濾
過
水
を
塗
布
し
、
旧
総
裏
紙
の
除
去
を
行
っ
た
。

五
、
剥
落
止
め
②
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

・
本
紙
全
体
に
牛
膠
水
溶
液
一
％
と
布
海
苔
抽
出
液
の
混
合
液
を
塗
布
し
、
絵
具
の

定
着
を
図
る
と
共
に
、
養
生
紙
に
重
ね
た
吸
い
取
り
紙
に
、
浮
き
上
が
っ
た
汚
れ

を
移
し
取
っ
た
。
水
の
み
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
た
場
合
、
絵
具
や
本
紙
料
絹

が
細
か
く
剥
落
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
上
記
の
方
法
で
初
期
の
剥
落
止
め
作

業
と
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
を
同
時
に
行
っ
た
。

六
、
剥
落
止
め
③

・
絵
具
の
本
格
的
な
定
着
を
図
る
た
め
、
絵
具
部
分
に
牛
膠
水
溶
液
二
％
と
布
海
苔

抽
出
液
の
混
合
液
を
塗
布
し
た
。
そ
の
後
全
体
に
兎
膠
水
溶
液
〇
．
五
％
を
塗
布

し
て
剥
落
止
め
を
行
っ
た
。
剥
落
止
め
は
膠
の
種
類
や
濃
度
、
作
業
方
法
を
充
分

検
討
し
た
上
で
選
択
、
調
整
し
て
行
い
、
絵
具
の
状
況
を
確
認
し
な
が
ら
繰
り
返

し
行
っ
た
。
ま
た
、
充
分
な
乾
燥
期
間
を
お
い
た
。

七
、
白
い
付
着
物
の
除
去
②

・
白
い
付
着
物
の
除
去
作
業
①
で
変
化
の
な
か
っ
た
【
第
十
尊
像
】
の
白
い
付
着
物

は
、
東
京
文
化
財
研
究
所
の
分
析
に
よ
り
澱
粉
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
所

蔵
者
及
び
監
督
者
と
協
議
し
、D

M
S

O

（
ジ
メ
チ
ル
ス
ル
ホ
オ
キ
シ
ド
/
高
分
子

化
合
物
の
溶
媒
）
を
用
い
て
付
着
物
の
除
去
作
業
を
行
っ
た
。
付
着
物
の
除
去
は

D
M

SO

が
本
紙
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
、
必
要
最
低
限
度
の
範
囲
で
行
っ
た
。

八
、
修
理
方
針
の
検
討

・
本
紙
修
理
が
進
ん
だ
途
中
段
階
で
、
修
理
前
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
状
況
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
修
理
前
に
立
て
た
修
理
方
針
を
見
直
し
た
（
詳
細
は
後
述
を
参
照
）。

九
、
本
紙
表
面
か
ら
の
補
修
材
の
除
去

・
前
項
目
で
見
直
し
た
修
理
方
針
を
も
と
に
、
本
紙
表
面
か
ら
除
去
す
る
旧
補
絹
や

補
修
紙
を
取
り
外
し
た
。

十
、
新
規
肌
裏
紙
の
作
製

・
本
紙
の
鑑
賞
性
が
回
復
し
、
か
つ
十
幅
全
体
の
見
え
方
が
統
一
で
き
る
よ
う
に
、

所
蔵
者
お
よ
び
監
督
者
と
新
規
肌
裏
紙
の
色
合
い
を
各
幅
ご
と
検
討
し
、
各
幅
ご

と
に
合
わ
せ
て
植
物
染
料
と
墨
に
て
染
色
し
、
肌
裏
紙
の
色
合
い
を
調
整
し
た
。

十
一
、
養
生

・
作
業
中
の
彩
色
保
護
の
た
め
、
絵
具
の
剥
落
が
心
配
さ
れ
る
箇
所
に
布
海
苔
を
用
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い
て
化
繊
紙
を
貼
り
当
て
、
部
分
養
生
を
行
っ
た
。

十
二
、
表
打
ち

・
旧
肌
裏
紙
除
去
の
際
の
本
紙
料
絹
や
彩
色
の
保
護
の
為
、
表
面
よ
り
布
海
苔
抽
出

液
を
用
い
て
化
繊
紙
お
よ
び
楮
紙
で
表
打
ち
し
、
画
面
を
養
生
し
た
。

十
三
、
旧
増
裏
紙
、
共
裏
絹
の
裏
打
ち
紙
の
除
去

・
本
紙
裏
面
に
小
面
積
ず
つ
極
少
量
の
湿
り
を
与
え
、
旧
増
裏
紙
と
共
裏
絹
の
裏
打

ち
紙
を
除
去
し
た
。

十
四
、
共
裏
絹
の
除
去
・
旧
補
絹
の
調
整
（
110
頁
「
作
品
の
構
造
Ⅱ
」 

参
照
）

・
本
紙
裏
側
に
重
な
っ
た
共
裏
絹
と
旧
補
絹
を
、
ア
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
や
ピ
ン
セ
ッ
ト

を
用
い
て
、
拡
大
鏡
下
で
小
面
積
ず
つ
除
去
し
、
修
理
方
針
を
も
と
に
、
本
紙
の

表
面
に
見
え
て
い
る
共
裏
絹
は
除
去
せ
ず
に
残
し
た
。
ま
た
、
加
筆
が
あ
る
た
め

残
す
旧
補
絹
は
、
本
紙
に
重
な
っ
た
部
分
を
除
去
し
て
調
整
し
た
。

十
五
、
共
裏
絹
除
去
後
の
古
い
肌
裏
紙
除
去
お
よ
び
調
整
（
110
頁
「
作
品
の
構
造
Ⅱ
」 

③
参
照
）

・
本
紙
裏
面
に
残
っ
て
い
る
古
い
旧
肌
裏
紙
（
Ｂ
）
は
、
裏
彩
色
保
護
の
た
め
に
繊

維
状
に
残
し
た
【
第
二
、
九
尊
像
】。

十
六
、
本
紙
裏
面
の
調
査
、
記
録

・
本
紙
裏
面
を
調
査
し
、
記
録
、
撮
影
を
し
た
。

・
本
紙
裏
面
に
は
裏
彩
色
が
確
認
さ
れ
た
（
図
14
参
照
）。

十
七
、
剥
落
止
め
④

・
裏
彩
色
、
繊
維
状
に
残
し
た
旧
肌
裏
紙
、
旧
共
裏
絹
の
表
面
に
付
着
し
た
細
か
い

本
紙
料
絹
を
接
着
さ
せ
る
た
め
、
牛
膠
水
溶
液
を
裏
面
か
ら
含
浸
さ
せ
、
定
着
を

図
っ
た
。

十
八
、
新
規
肌
裏
打
ち

・
新
糊
を
用
い
、
薄
美
濃
紙
に
て
新
規
に
肌
裏
打
ち
を
行
っ
た
。

十
九
、
表
打
ち
紙
の
除
去

・
表
打
ち
紙
に
室
温
の
濾
過
水
を
少
面
積
ず
つ
塗
布
し
、
表
打
ち
の
際
の
布
海
苔
を

吸
い
取
り
紙
で
除
去
し
た
後
、
表
打
ち
紙
を
除
去
し
た
。

二
十
、
新
規
補
絹

・
本
紙
料
絹
の
組
織
と
類
似
し
た
絵
絹
を
選
択
し
、
電
子
線
に
て
人
工
劣
化
さ
せ
、

各
幅
の
本
紙
料
絹
の
色
合
い
に
近
づ
け
て
染
色
し
、
劣
化
絹
を
欠
損
部
の
形
に
切

り
抜
い
て
、
表
面
か
ら
欠
損
部
お
よ
び
本
紙
廻
り
に
絹
目
を
合
わ
せ
て
填
め
た
。

二
十
一
、
増
裏
打
ち
①

・
古
糊
を
用
い
、
美
栖
紙
に
て
本
紙
に
１
回
目
の
増
裏
打
ち
を
行
っ
た
。

二
十
二
、
折
れ
伏
せ　

・
今
後
の
折
れ
が
心
配
さ
れ
る
箇
所
の
裏
面
か
ら
、
細
い
帯
状
の
薄
美
濃
紙
を
新
糊

で
貼
り
当
て
折
れ
伏
せ
を
行
っ
た
。

二
十
三
、
増
裏
打
ち
②

・
古
糊
を
用
い
、
美
栖
紙
に
て
本
紙
に
２
回
目
の
増
裏
打
ち
を
行
っ
た
。

二
十
四
、
補
彩

・
新
規
補
絹
箇
所
に
地
色
合
わ
せ
の
補
彩
を
施
し
た
。

二
十
五
、
補
彩
補
絹
（
109
頁
「
作
品
の
構
造
Ⅰ
」
④
参
照
）

・
露
出
し
た
補
絹
を
除
去
し
た
際
に
、
加
筆
に
よ
り
厚
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
の
段

差
が
生
じ
た
箇
所
に
、
薄
い
楮
紙
で
裏
打
ち
し
た
人
工
劣
化
絹
（
補
彩
補
絹
）
を

填
め
て
画
面
を
平
ら
に
し
た
【
第
三
、
四
、
七
、
八
、
十
尊
像
】。

二
十
六
、
表
装
裂
地
の
新
調

・
作
品
に
相
応
し
い
表
装
裂
を
新
調
し
、
新
糊
を
用
い
薄
美
濃
紙
に
て
肌
裏
打
ち
を
、

古
糊
を
用
い
美
栖
紙
に
て
増
裏
打
ち
を
行
っ
た
。

二
十
七
、 

切
り
継
ぎ

・
表
装
裂
地
を
断
ち
合
わ
せ
、
新
糊
を
用
い
本
紙
と
切
り
継
い
だ
。
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二
十
八
、
中
裏
打
ち
・
総
裏
打
ち
・
仮
張
り

・
古
糊
を
用
い
、
美
栖
紙
に
て
中
裏
打
ち
、
上
巻
絹
と
宇
陀
紙
に
て
総
裏
打
ち
を
行

っ
た
後
、
仮
張
り
し
、
数
回
の
返
し
張
り
を
行
い
、
充
分
乾
燥
さ
せ
た
。

二
十
九
、
仕
上
げ　
　
　

・
新
調
の
軸
首
を
軸
木
に
挿
げ
た
後
、
軸
木
と
発
装
を
取
り
付
け
、
風
帯
、
座
金
、

鐶
、
紐
等
を
取
り
付
け
仕
上
げ
た
。

　

前
述
の
修
理
工
程
「
八
、
修
理
方
針
の
検
討
」
で
は
、
旧
総
裏
打
紙
を
除
去
し
、

旧
肌
裏
紙
が
現
れ
た
段
階
で
、
一
部
の
肌
裏
紙
を
部
分
的
に
除
去
す
る
な
ど
の
本
紙

調
査
を
行
い
、
修
理
前
で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
、
上
記
の
「
作
品
の
構
造

Ⅲ
」
に
示
し
た
複
雑
な
構
造
が
明
ら
か
に
な
り
、
改
め
て
修
理
方
針
の
検
討
を
行
っ

て
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

　

現
在
（
肌
裏
紙
を
除
去
す
る
前
）、
表
面
に
見
え
て
い
る
共
裏
絹
（「
作
品
の
構
造

Ⅲ
」
で
「
加
筆
絵
具
（
Ｄ
）」
の
下
が
直
ぐ
に
「
共
裏
絹
（
Ｅ
）
の
箇
所
」・
図
3
〜

12
「
損
傷
図
」
の
緑
色
部
分
）
は
本
紙
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
全
て
残
し
、
表
面
に

見
え
な
い
本
紙
料
絹
裏
面
の
共
裏
絹
は
、
本
紙
の
損
傷
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
で
全

て
除
去
す
る
。
本
紙
裏
面
か
ら
当
た
っ
て
い
る
補
絹
は
、
本
紙
の
損
傷
原
因
と
な
っ

て
い
る
の
で
基
本
的
に
除
去
す
る
。
ま
た
、
加
筆
の
あ
る
補
絹
の
う
ち
、
不
自
然
な

加
筆
の
あ
る
補
絹
は
除
去
す
る
が
、
そ
れ
以
外
の
補
絹
は
本
紙
と
の
重
な
り
部
分
を

除
去
し
て
残
す
。
そ
の
他
、
本
紙
料
絹
が
擦
れ
た
こ
と
に
よ
り
欠
失
し
て
露
出
し
て

い
る
補
絹
（
図
3
〜
12
「
損
傷
図
」
の
黄
色
部
分
）
は
、
付
着
物
と
い
う
認
識
で
除

去
し
、
補
絹
除
去
後
、
加
筆
に
よ
り
厚
く
な
っ
て
い
る
部
分
と
の
段
差
が
生
じ
た
箇

所
に
は
、
厚
み
調
整
の
た
め
和
紙
を
裏
打
ち
し
た
劣
化
絹
で
補
絹
（
補
彩
補
絹
）
を

行
う
【
第
三
、
四
、
七
、
八
、
十
尊
像
】。

　

顔
の
加
筆
が
あ
る
露
出
し
た
肌
裏
紙
は
、
加
筆
が
あ
る
部
分
の
み
残
す
【
第
二
尊

像
】。

「作品の構造Ⅲ」裏打ちを除去して分かった複雑な構造

①　本紙（Ａ）には、粉状の細かい破片になって共裏絹に付着しているものも見られる。
②　本紙（Ａ）、補絹（Ｃ）、共裏絹（Ｅ）に亘って、後世の加筆（Ｄ）が広い面積で見られる。
③　本紙（Ａ）と共裏絹（Ｅ）の間に共裏絹での修理よりも古い補絹（Ｃ）が残されており、補絹部分の本紙が摩耗し、

補絹が露出している箇所も見られる。
④　本紙（Ａ）と共裏絹（Ｅ）とは、絹同士のため互いの接着力が弱く、画面表面側の本紙に剥落が見られる。
⑤　本紙に広い範囲での欠損が多く見られ、欠損部を補填するために、裏面から共裏絹（Ｅ）で裏打ちがされている。
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修
理
工
程
「
七
、
白
い
付
着
物
の
除
去
」
で
は
、
画
面
に
付
着
し
た
白
い
物
質
に

除
去
を
試
み
た
。

　

ま
ず
、
こ
の
付
着
物
を
除
去
す
る
か
ど
う
か
を
話
し
合
っ
た
結
果
、
付
着
物
が
存

在
す
る
こ
と
で
、
保
存
上
の
問
題
が
発
生
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
除
去
を
考
え
る
が
、

鑑
賞
上
の
問
題
だ
け
な
ら
ば
、
安
易
な
除
去
は
行
わ
な
い
こ
と
を
基
本
と
し
、
除
去

を
行
う
際
、
作
品
の
安
全
が
確
保
で
き
れ
ば
積
極
的
な
除
去
も
考
え
て
よ
い
と
い
う

方
針
に
な
っ
た
。

　

白
い
付
着
物
を
除
去
す
る
に
は
、
付
着
物
が
何
で
あ
る
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
画
面
か
ら
僅
か
に
取
り
外
す
こ
と
が
出
来
た
付
着
物
の
一
部
を
東
京
文
化
財

研
究
所
に
お
い
て
分
析
し
た
。
そ
の
結
果
、
植
物
性
の
た
ん
ぱ
く
質
を
含
む
多
糖
類

（
澱
粉
）
物
質
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
、D

M
S

O

（
ジ
メ
チ
ル
ス
ル
ホ
キ
シ

ド
（D

im
ethyl sulfoxide

、
略
称 D

M
S

O
）
は
、
分
子
式 C2H6S

O

、
示
性
式 

C
H3S

O
C

H3

、
ま
た
は
、（C

H3

）2S
O

 

で
表
さ
れ
る
有
機
化
合
物
で
あ
る
。
純
度

の
高
い
も
の
は
無
色
無
臭
だ
が
、
長
く
貯
蔵
し
た
も
の
は
分
解
物
で
あ
る
硫
黄
化
合

物
の
臭
気
（
磯
の
香
り
に
似
て
い
る
）
を
持
つ
。
非
常
に
吸
湿
性
が
高
い
。）
と
い

う
有
機
溶
媒
を
使
い
除
去
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

除
去
作
業
は
、
白
い
付
着
物
にD

M
S

O

を
含
ま
せ
た
吸
取
り
紙
を
五
分
間
乗
せ
た

後
、D

M
S

O

に
よ
っ
て
溶
解
し
た
付
着
物
に
水
を
与
え
、
水
に
溶
解
し
た
も
の
を
吸

取
り
紙
に
移
し
と
る
工
程
を
画
面
の
安
全
を
確
認
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
数
回
行
っ

た
。

　

上
記
の
写
真
の
よ
う
に
多
少
は
白
い
も
の
が
残
っ
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
目
立
た
な
く

な
る
程
度
に
は
除
去
で
き
、
本
紙
画
面
を
傷
め
る
こ
と
な
く
作
業
を
終
え
た
。

修
理
を
終
え
て

　

今
回
の
十
王
図
の
修
理
は
、
私
が
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
だ
っ
た
。

画
面
を
構
成
す
る
表
現
の
ほ
と
ん
ど
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
は
な
く
後
世
に
描
か
れ
た

出
来
の
良
い
補
筆
や
加
筆
で
、
今
ま
で
文
化
財
修
理
の
経
験
の
中
で
積
み
上
げ
て
き

た
常
識
や
概
念
を
基
本
に
修
理
を
し
た
の
で
は
、
作
品
を
破
壊
し
か
ね
な
い
と
い
う

思
い
で
、
作
品
の
何
を
残
す
べ
き
か
を
探
る
た
め
、
修
理
を
担
当
し
た
ス
タ
ッ
フ
た

ち
も
気
の
遠
く
な
る
よ
う
な
調
査
を
半
年
以
上
行
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
年
か
ら
二
十
八
年
の
五
か
年
の
内
、
最
初
の
年
度
は
調
査
と
記
録
だ

け
で
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
も
非
常
に
ま
れ
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

評
価
に
値
す
る
過
去
の
修
理
、
補
筆
、
加
筆
を
本
紙
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
保
存

す
る
た
め
の
修
理
を
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
ま
で
に
伝
わ
っ
て
き
た
姿
を
次
世

代
に
残
す
こ
と
が
出
来
た
修
理
で
あ
っ
た
と
思
う
。

　

修
理
後
の
作
品
を
見
て
も
、
こ
の
大
変
だ
っ
た
五
年
間
は
見
え
な
い
が
、
損
傷
や

過
去
の
痛
々
し
い
修
理
の
痕
跡
が
無
く
な
っ
た
「
十
王
図
」
を
見
て
、「
素
晴
ら
し

い
作
品
だ
。」
と
感
じ
て
頂
け
た
ら
、
修
理
技
術
者
と
し
て
と
て
も
嬉
し
い
。

白い付着物の除去前

白い付着物の除去後
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朝 　

賀 　
　

 

浩

【 

報
告
２ 

】

文
化
財
修
理
の
理
念
と

　
　
　
　
　
　
　
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」
の
解
体
修
理

は
じ
め
に

　

神
奈
川
県
所
有
の
重
要
文
化
財
「
絹
本
著
色 

十
王
図
」
十
幅
は
、
昭
和
三
十
八
年

二
月
十
四
日
指
定
の
中
国
・
南
宋
時
代
の
遺
品
で
、
既
に
明
治
四
十
年
に
指
定
さ
れ

て
い
る
京
都
・
大
徳
寺
所
有
「
絹
本
著
色
十
王
像
」
十
幅
と
総
じ
て
類
似
し
た
図
様

を
示
す
。
そ
の
文
化
財
的
価
値
に
つ
い
て
は
簡
潔
で
は
あ
る
が
指
定
時
に
お
け
る
議

案
説
明
文
に
「
筆
致
、
彩
色
と
も
に
他
本
に
比
し
一
段
と
精
彩
に
富
ん
で
い
る
。
剥

落
、
欠
失
の
あ
る
点
が
惜
し
ま
れ
る
が
十
幅
の
完
本
で
あ
り
、
十
王
図
の
最
優
の
作

と
し
て
認
め
ら
れ
る
。」（
毎
日
新
聞
社
『
解
説
版　

新
指
定
重
要
文
化
財
』
絵
画
Ⅰ
）

と
評
価
さ
れ
て
お
り
、
中
国
・
元
時
代
の
陸
信
忠
の
落
款
が
記
さ
れ
る
諸
作
例
を
遡

る
貴
重
な
一
具
と
認
め
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
京
都
の
個
人
が
所
有
し
た
作
品
だ
が
、

そ
れ
以
前
の
伝
来
の
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

  

今
般
の
本
格
的
解
体
修
理
が
完
了
す
る
ま
で
は
本
作
品
の
保
存
状
態
は
甚
だ
劣
悪

で
、
こ
れ
ま
で
に
も
修
理
の
検
討
が
何
度
か
な
さ
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の

損
傷
が
極
め
て
甚
大
で
、
か
つ
過
去
の
修
理
を
被
っ
た
現
状
の
構
造
が
極
端
に
複
雑

で
あ
っ
た
た
め
、
適
切
な
修
理
技
術
の
確
保
と
、
明
確
な
修
理
方
針
の
確
定
が
困
難

で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
す
な
わ
ち
、
有
り
体
に
言
え
ば
、
極
め
て
難
し

い
修
理
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
適
切
な
処
置
を
施
さ
な
い
ま
ま
本
作
品
を
放

置
す
る
の
は
、
そ
の
活
用
に
支
障
を
来
す
こ
と
は
も
と
よ
り
、
保
存
管
理
そ
の
も
の

が
誠
に
不
安
定
で
危
険
な
状
態
を
解
消
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
神
奈
川
県
で
は
本
格

的
解
体
修
理
の
必
要
性
を
認
識
し
、
文
化
庁
と
も
協
議
を
行
な
い
な
が
ら
準
備
を
進

め
、
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
五
ヶ
年
を
か
け
た
国
庫
補
助
事
業
に
よ
る
解
体
修
理
を

株
式
会
社
半
田
九
清
堂
で
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
所
有
者
、
文
化
庁
、
施
工
業

者
が
継
続
的
に
、
か
つ
必
要
に
応
じ
て
た
び
た
び
協
議
す
る
こ
と
が
可
能
な
状
況
下

で
の
修
理
事
業
が
実
現
で
き
た
。
当
時
、
文
化
庁
の
担
当
調
査
官
の
一
人
と
し
て
本

修
理
事
業
に
終
始
関
与
し
た
立
場
か
ら
、
こ
の
報
告
を
行
な
う
も
の
で
あ
る
。

一　
「
現
状
変
更
」「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
と
文
化
財
的
価
値

　

文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
す
る
と

と
も
に
、
世
界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
施
行
さ
れ
た
『
文
化

財
保
護
法
』（
以
下
、『
保
護
法
』
と
す
る
）
で
は
、
文
化
財
の
保
存
、
管
理
、
公
開

等
の
文
化
的
活
用
、
修
理
な
ど
の
一
連
の
行
為
は
所
有
者
が
行
う
も
の
と
定
め
て
い

る
。
行
政
は
こ
れ
ら
所
有
者
の
行
為
に
対
し
て
適
切
な
指
導
や
助
言
を
行
い
、
ま
た

場
合
に
よ
っ
て
は
補
助
金
の
提
供
な
ど
の
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
（『
保
護
法
』

第
三
五
条
）。

　

ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
重
要
文
化
財
等
に
指
定
さ
れ
た
も
の
に
は
大
き
く
二
つ
の

重
い
規
制
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
一
つ
は
重
要
文
化
財
の
海
外
へ
の
「
輸
出
禁
止
」

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
重
要
文
化
財
の
「
現
状
変
更
」
お
よ
び
「
保
存
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
」
の
制
限
で
あ
る
。
本
稿
は
美
術
工
芸
品
の
修
理
に
つ
い
て
言
及
す
る
も

の
な
の
で
、
輸
出
禁
止
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
詳
し
く
取
り
上
げ
な
い
。『
保
護
法
』

に
示
さ
れ
る
「
現
状
変
更
」
と
は
、
重
要
文
化
財
等
の
現
状
に
対
し
て
形
状
的
あ
る

い
は
質
的
に
何
ら
か
の
改
変
を
招
来
す
る
一
切
の
行
為
を
意
味
す
る
も
の
と
定
義
さ

れ
て
お
り
、
そ
れ
は
当
該
文
化
財
の
価
値
の
増
減
に
関
わ
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
行
為
を
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含
む
も
の
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
た
と
え
当
該
文
化
財
に
と
っ
て
「
改
善
」
と
判

断
さ
れ
る
変
更
行
為
で
あ
っ
て
も
基
本
的
に
は
規
制
の
対
象
と
な
る
。
こ
れ
と
同
じ

く
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
に
つ
い
て
も
一
定
の
規
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
現
状
ま
た
は
形
状
に
直
接
物
理
的
な
変
化
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
も
の

の
、
材
質
等
に
化
学
変
化
を
生
じ
、
ま
た
は
経
年
劣
化
を
促
進
す
る
な
ど
の
危
険
性

が
あ
る
、
文
化
財
の
保
存
上
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
言
う
。

　

こ
れ
ら
「
現
状
変
更
」
や
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
を
行
お
う
と
す
る
場

合
に
は
、
所
有
者
が
恣
意
的
な
判
断
を
下
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
文
化
庁
長
官
の
許

可
を
得
る
必
要
が
あ
る
（『
保
護
法
』
第
四
三
条
、
第
一
二
五
条
）。
文
化
庁
長
官
は
、

現
状
変
更
等
の
許
可
を
裁
定
す
る
場
合
は
、
文
化
審
議
会
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（『
保
護
法
』
第
一
五
三
条
二
項
）。
こ
れ
は
現
状
変
更
等
の
可
否
に
関
す
る
基

準
が
『
保
護
法
』
に
は
明
文
化
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行
政
が
恣
意
的
に
判
断
す
る
こ
と

を
避
け
、
文
化
財
の
価
値
を
見
極
め
て
新
指
定
を
審
議
す
る
際
と
同
一
の
外
部
有
識

者
に
よ
る
判
断
を
そ
の
都
度
仰
が
ね
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ
る
。

　

た
だ
し
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
う
ち
「
軽
微
な
も

の
」
は
そ
の
限
り
で
は
な
い
、
す
な
わ
ち
文
化
庁
長
官
の
許
可
は
不
要
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
た
だ
一
体
何
が
「
軽
微
」
で
あ
る
か
に
つ
い
て
の
基
準
も
実
は
特
段
定
め

ら
れ
て
お
ら
ず
、
本
来
は
そ
の
都
度
文
化
庁
に
相
談
し
て
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
「
現
状
変
更
」
や
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
が
規
制
さ
れ
、
そ

れ
ら
を
行
う
た
め
に
大
き
な
手
間
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、「
現
状
変
更
」
や

「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
に
よ
っ
て
当
該
作
品
の
文
化
財
的
価
値
が
損
な
わ

れ
変
質
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

さ
て
、
そ
れ
で
は
こ
こ
で
言
う
文
化
財
的
価
値
と
は
何
か
。
こ
れ
は
当
該
文
化
財

が
指
定
さ
れ
た
時
点
で
保
持
し
て
い
る
芸
術
的
、
学
術
的
、
文
化
史
的
価
値
の
総
体

を
意
味
す
る
。
指
定
の
審
議
は
、
当
局
が
提
案
す
る
候
補
物
件
に
つ
い
て
文
部
科
学

大
臣
か
ら
文
化
審
議
会
へ
諮
問
を
し
、
文
化
審
議
会
内
の
専
門
調
査
会
に
お
い
て
慎

重
な
調
査
・
審
議
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
が
文
化
審
議
会
か
ら
大
臣
へ
答
申
さ
れ
る
。

大
臣
は
答
申
結
果
を
尊
重
し
て
指
定
を
行
う
こ
と
と
な
る
。
実
際
に
は
当
局
が
作
成

す
る
候
補
物
件
に
関
す
る
議
案
説
明
書
を
も
と
に
、
専
門
委
員
に
よ
る
調
査
所
見
、

学
術
的
見
解
、
当
局
へ
の
質
疑
な
ど
が
提
示
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
審
議
内
容
を
反
映
し

て
説
明
書
が
修
文
さ
れ
、
提
案
物
件
の
指
定
の
可
否
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ

の
時
に
修
文
を
経
て
確
定
さ
れ
た
説
明
書
の
中
に
、
当
該
文
化
財
が
指
定
に
値
す
る

文
化
財
的
価
値
に
つ
い
て
の
詳
細
が
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
説
明
書
そ
の
も
の
は

公
開
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
内
容
は
文
化
庁
文
化
財
部
監
修
『
月
刊
文
化
財
』

（
第
一
法
規
、
平
成
三
十
年
十
一
月
以
降
は
文
化
庁
監
修
）
の
新
指
定
特
集
号
に
お

い
て
紹
介
さ
れ
る
各
新
指
定
物
件
の
解
説
文
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
を

参
照
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
『
解
説
版　

新
指
定
重

要
文
化
財
』
の
本
作
品
に
つ
い
て
の
解
説
文
は
、
そ
の
指
定
時
の
議
案
説
明
と
相
違

な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

二　

文
化
財
修
理
と
「
現
状
変
更
」

　

美
術
工
芸
品
、
特
に
絵
画
作
品
の
場
合
、
修
理
と
い
う
行
為
は
本
来
的
に
そ
の
全

て
の
工
程
に
お
い
て
多
か
れ
少
な
か
れ
広
い
意
味
で
の
「
現
状
変
更
」
や
「
保
存
に

影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
に
該
当
す
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
、「
現
状
変

更
」
や
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
は
、
広
義
の
、
す

な
わ
ち
理
念
と
し
て
の
そ
れ
ら
と
、
狭
義
の
、
つ
ま
り
法
的
な
事
務
手
続
き
上
の
そ

れ
ら
と
が
あ
る
の
で
注
意
を
要
す
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
本
来
「
現
状
変
更
」
と

は
、
現
状
に
対
し
形
状
的
・
質
的
に
何
ら
か
の
改
変
を
も
た
ら
す
一
切
の
行
為
を
意

味
し
、「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
と
は
、
作
品
の
保
存
上
何
ら
か
の
影
響
を

及
ぼ
す
行
為
全
般
を
指
し
、
こ
れ
ら
の
行
為
に
は
重
い
制
限
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
場
合
、
絵
画
作
品
の
各
修
理
工
程
、
す
な
わ
ち
剥
落
止
め
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、

表
打
ち
、
旧
裏
打
ち
紙
の
除
去
、
旧
補
修
紙
や
旧
補
修
絹
の
除
去
と
新
規
補
修
紙
・

補
修
絹
の
補
填
、
ま
た
そ
れ
ら
へ
の
補
彩
、
新
規
裏
打
ち
、
表
具
裂
の
新
調
、
屏
風

や
襖
の
下
地
の
新
調
な
ど
、
い
ず
れ
も
現
状
に
少
な
か
ら
ず
変
更
を
来
た
し
、
保
存

に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

　

と
は
い
え
、
修
理
過
程
で
の
い
ち
い
ち
の
処
置
法
の
判
断
や
修
理
方
針
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
作
品
の
損
傷
状
態
や
活
用
様
態
な
ど
に
よ
っ
て
様
々
な
要
素
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
り
、
ま
た
解
体
修
理
の
進
捗
に
応
じ
て
判
明
し
た
事
実
に
依
拠
す
る
場
合
も

少
な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
修
理
の
最
中
に
そ
の
都
度
現
状
変
更
の
法
的
手
続
き
、

す
な
わ
ち
文
化
庁
長
官
へ
の
許
可
申
請
と
、
そ
の
後
の
文
化
審
議
会
へ
の
諮
問
・
答

申
を
経
て
い
た
の
で
は
、
修
理
工
程
を
滞
ら
せ
る
こ
と
に
な
り
現
実
的
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
絵
画
作
品
の
修
理
に
際
し
て
は
修
理
そ
の
も
の
に
は
法
的
な
現
状
変
更

の
許
可
申
請
は
求
め
て
お
ら
ず
、
所
有
者
に
よ
る
自
費
修
理
の
場
合
に
は
着
手
三
十

日
前
に
文
化
庁
へ
の
届
出
を
行
い
、
こ
の
期
間
で
文
化
庁
が
修
理
内
容
の
詳
細
を
確

認
す
る
。
ま
た
国
庫
補
助
修
理
の
場
合
に
は
、
そ
の
計
画
段
階
か
ら
所
有
者
と
地
元

教
育
委
員
会
、
文
化
庁
担
当
調
査
官
と
の
間
で
充
分
な
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
修
理

開
始
後
も
そ
の
進
捗
に
応
じ
て
調
査
官
に
よ
る
継
続
的
な
指
導
・
監
督
が
行
わ
れ
、

文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
損
な
わ
な
い
処
置
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
る
。

　

修
理
と
同
様
に
、
広
義
の
「
現
状
変
更
」
や
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
で

あ
り
な
が
ら
、
そ
の
こ
と
自
身
に
は
法
的
な
現
状
変
更
等
許
可
手
続
き
を
求
め
て
い

な
い
行
為
が
あ
る
。
と
言
う
よ
り
む
し
ろ
、
文
化
財
に
直
接
的
に
関
わ
る
行
為
の
ほ

と
ん
ど
全
て
は
広
義
の
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
に
該
当
す
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。
博
物
館
施
設
等
で
一
般
的
に
行
う
文
化
財
の
調
査
、
撮
影
、
移
動
、
輸

送
、
梱
包
、
展
示
公
開
、
燻
蒸
、
模
写
・
模
造
な
ど
は
、
修
理
と
同
様
に
多
少
な
り

と
も
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
し
兼
ね
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
に
自
覚
的
で
あ
っ
て
欲
し

い
。
こ
れ
ら
の
う
ち
所
有
者
以
外
の
第
三
者
に
よ
る
公
開
な
ど
に
関
し
て
は
、
別
に

公
開
許
可
の
手
続
き
が
定
め
ら
れ
て
お
り
（『
保
護
法
』
第
五
三
条
）、
移
動
や
修
理

で
は
届
出
を
求
め
て
い
る
（『
保
護
法
』
第
三
十
四
条
、
同
第
四
十
三
条
の
二
）。
ま

た
模
造
製
作
に
お
け
る
型
取
り
な
ど
の
よ
う
に
文
化
財
に
直
接
密
着
す
る
作
業
は

「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
と
し
て
文
化
庁
長
官
の
許
可
が
必
要
と
な
る
場
合

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
行
為
に
際
し
て
許
可
を
し
た
り
、
届
出
を
受
理
し
た
り
す
る
こ

と
は
、
当
該
行
為
が
少
な
か
ら
ず
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
性
が
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
が
文
化
財
的
価
値
を
損
な
わ
な
い
適
切
な
手
法
で
行
わ
れ
る
こ
と
を

行
政
と
し
て
し
っ
か
り
と
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
な
の
だ
と
言
え
る
。
こ
こ
で
も

基
本
的
に
は
文
化
財
的
価
値
に
変
更
が
行
わ
れ
ず
、
文
化
財
に
過
度
な
負
担
が
掛
か

ら
な
い
こ
と
を
文
化
庁
で
確
認
し
て
当
該
行
為
を
認
可
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

以
外
の
行
為
の
ほ
と
ん
ど
は
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
の
う
ち
「
軽
微
な
も

の
」
と
見
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
に
つ
い
て
は
特
段
の

許
認
可
は
必
要
と
し
な
い
が
、
軽
微
と
は
い
え
文
化
財
の
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
し
兼

ね
な
い
行
為
で
あ
る
こ
と
に
は
違
い
な
く
、
文
化
財
に
累
積
的
負
担
を
掛
け
る
危
険

性
に
も
配
慮
し
て
、
も
と
よ
り
慎
重
に
行
う
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
重
ね
て
強
調
し
た

い
。

　

ち
な
み
に
絵
画
作
品
の
場
合
、
法
的
な
手
続
き
が
必
要
な
現
状
変
更
は
、
た
と
え

ば
巻
子
の
紙
継
ぎ
の
順
番
を
変
更
し
て
錯
簡
を
訂
正
す
る
場
合
、
長
大
な
一
巻
の
巻

子
を
保
存
上
の
理
由
等
に
よ
り
複
数
巻
に
分
け
て
仕
立
て
る
場
合
、
巻
子
を
掛
け
軸

に
変
更
、
あ
る
い
は
掛
け
軸
を
巻
子
に
変
更
す
る
等
の
場
合
、
襖
の
貼
込
み
位
置
を

大
き
く
移
動
さ
せ
る
場
合
、
表
裏
両
面
に
表
現
が
な
さ
れ
て
い
る
屏
風
や
襖
の
表
裏

を
分
離
す
る
場
合
な
ど
、
主
と
し
て
作
品
の
形
態
に
変
更
が
生
じ
る
場
合
に
文
化
審

議
会
へ
の
諮
問
を
伴
う
現
状
変
更
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
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う
ち
現
状
変
更
行
為
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
後
に
文
化
財
名
称
や
員
数
の
変
更

が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
現
状
変
更
が
妥
当
で
あ
る
か
ど
う
か
は
文
化
審
議
会
の

専
門
調
査
会
で
慎
重
な
調
査
・
審
議
を
行
っ
て
判
断
が
下
さ
れ
る
。
現
状
変
更
が
認

め
ら
れ
る
条
件
と
し
て
は
、
そ
の
変
更
行
為
が
作
品
の
文
化
財
的
価
値
（
芸
術
的
、

学
術
的
、
文
化
史
的
価
値
）
を
損
ね
た
り
軽
減
さ
せ
た
り
し
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

作
品
の
観
賞
性
や
文
化
史
的
意
義
の
回
復
に
有
効
で
あ
る
こ
と
、
お
よ
び
将
来
に
わ

た
る
保
存
管
理
上
の
安
全
性
へ
の
配
慮
が
充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
条
件
を
複
合
的
、
総
合
的
に
判
断
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
現
状
変
更
と
な
る
行
為
は
、
基
本
的
に
は
修
理
に
伴
う

も
の
以
外
に
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
の
で
留
意
さ
れ
た
い
。

三　

書
画
作
品
と
装
潢
修
理

　

東
ア
ジ
ア
の
書
画
作
品
は
、
そ
の
素
材
や
構
造
に
特
長
が
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
基

づ
い
て
保
存
修
理
の
在
り
方
、
考
え
方
が
成
立
し
て
い
る
。
日
本
を
始
め
と
す
る
東

ア
ジ
ア
の
書
画
は
、
多
く
は
紙
や
絹
な
ど
極
め
て
薄
く
脆
弱
な
基
底
材
の
表
裏
に
絵

具
や
墨
を
用
い
て
表
現
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
、
作
品
は
裏
打
ち
紙
や
下
地
、
表
具

な
ど
の
支
持
体
に
し
っ
か
り
と
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
し
て
存
在
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
支
持
体
も
多
く
は
紙
や
絹
、
あ
る
い
は
木
材
な
ど
か
ら
な
り
、

澱
粉
糊
等
を
用
い
て
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
で
強
化
す
る
。
東
洋
の
書
画
は
基
底
材
も

支
持
体
も
紙
や
絹
な
ど
か
ら
な
り
、
そ
れ
ら
を
澱
粉
糊
や
膠
な
ど
の
接
着
剤
を
用
い

て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
、
特
に
各
工
程
で
水
分
を
効
果
的
に
使
用
し
て
作
業
す
る
こ

と
を
特
徴
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
書
画
を
仕
立
て
る
技
術
を
装
潢
技
術
と
呼
び
、
装

潢
技
術
に
基
づ
い
て
行
な
わ
れ
る
修
理
が
装
潢
修
理
で
あ
る
。
作
品
を
構
成
し
て
い

る
紙
や
絹
が
劣
化
し
た
り
、
糊
や
膠
の
接
着
力
が
低
下
す
れ
ば
、
作
品
は
健
全
な
支

え
を
失
い
、
極
め
て
不
安
定
な
状
態
へ
自
ず
と
陥
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
経
年
に
よ
る
劣
化
は
徐
々
に
で
は
あ
る
が
い
ず
れ
必
然
的
に
進
行
す
る
こ
と
は
避

け
が
た
く
、
そ
の
た
め
必
要
に
応
じ
て
支
持
体
を
新
調
・
交
換
し
、
新
し
い
糊
で
接

着
し
直
し
て
基
底
材
を
支
え
て
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
い
。
こ
れ
が
絵
画
作
品
を
将
来

に
わ
た
っ
て
長
く
維
持
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
保
存
修
理
で
あ
る
。
こ
の
た
め
書
画

の
保
存
修
理
は
、
あ
る
一
定
の
期
間
を
経
て
周
期
的
に
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
周
期
的
な
修
理
に
お
い
て
は
、
そ
の
文
化
財
の
現
状
の
う
ち
か
ら
主
に
劣

化
し
た
支
持
体
を
除
去
・
交
換
し
な
け
れ
ば
基
底
材
の
安
定
は
図
れ
ず
、
し
た
が
っ

て
修
理
そ
の
も
の
が
現
状
を
大
き
く
変
更
す
る
行
為
で
あ
る
点
に
注
意
を
要
す
る
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
当
該
文
化
財
を
将
来
に
わ
た
っ
て
確
実
に
継
承
し
て
い
く

た
め
に
は
、
そ
の
文
化
財
の
現
状
の
う
ち
、
取
り
除
く
も
の
、
あ
る
い
は
交
換
す
る

も
の
と
、
護
る
も
の
、
維
持
す
る
も
の
と
を
明
確
に
峻
別
す
る
必
要
が
あ
る
点
で
、

し
た
が
っ
て
そ
れ
ら
を
行
う
に
は
「
保
護
」
せ
ね
ば
な
ら
な
い
も
の
が
何
で
あ
る
の

か
を
正
し
く
見
極
め
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
そ
れ
を
保
護
し
、
そ
の
処
置
に
よ
っ
て

ど
の
よ
う
な
結
果
が
招
来
さ
れ
る
か
を
前
も
っ
て
慎
重
に
検
討
し
た
上
で
実
施
せ
ね

ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
当
該
文
化
財
が
保
持
す
る
文
化
財
的
価
値
の
具
体
を
適
切

に
理
解
し
、
修
理
に
よ
っ
て
そ
れ
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
二
分
に
配
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。

四　

絵
画
の
修
理
方
針
（
保
存
上
の
配
慮
）

　

先
に
記
し
た
よ
う
に
一
般
的
な
修
理
に
お
け
る
大
原
則
は
、
当
該
文
化
財
が
本
来

保
持
し
て
い
る
文
化
財
的
価
値
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
す
る

た
め
に
必
要
な
処
置
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
大
切
な
こ
と
は
当
該
作
品
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
第
一
に
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。
こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
は
、

特
に
絵
画
作
品
の
場
合
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
素
材
」
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
表
現
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
絵
画
は
紙
や
絹
な
ど
に
よ
る
基
底
材
の
表
裏
に
墨
や
絵
具
で
表
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現
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
場
合
の
基
底
材
と
墨
や
絵
具
な
ど
が
物
理
的
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
素
材
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
造
形
的
な
イ
リ
ュ
ー
ジ

ョ
ン
が
芸
術
的
あ
る
い
は
文
化
史
的
な
意
味
で
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
表
現
で
あ

る
。
物
理
的
素
材
の
劣
化
の
進
行
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の

作
品
が
本
来
持
っ
て
い
る
芸
術
的
価
値
を
維
持
す
る
こ
と
に
努
め
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
様
々
な
処
置
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
物
理
的
な
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
素
材
の
劣
化
原
因
に
な
る
も
の
を
取
り
除
き
、
同
時
に
補
強
す
る
も
の
を
加
え
、

ま
た
そ
れ
ら
脆
弱
な
素
材
を
支
え
る
た
め
健
全
な
支
持
体
を
用
意
す
る
。
一
方
で
、

除
去
す
る
も
の
、
付
加
す
る
も
の
、
裏
面
か
ら
添
え
る
支
え
と
な
る
も
の
の
材
質
や

色
調
、
あ
る
い
は
処
置
の
程
度
な
ど
に
よ
っ
て
は
作
品
の
表
面
か
ら
の
見
え
方
に
大

き
な
影
響
を
及
ぼ
す
た
め
、
常
に
作
品
本
来
の
芸
術
的
価
値
を
維
持
す
る
工
夫
、
引

き
出
す
工
夫
、
回
復
す
る
工
夫
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

作
品
は
、
制
作
当
初
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
素
材
と
表
現
に
よ
り
構
成
さ
れ
た
造
形
が

経
年
に
よ
り
徐
々
に
劣
化
し
て
い
く
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
過
去
の
修
理
で
行
わ

れ
た
処
置
が
原
因
で
劣
化
の
進
行
が
増
幅
さ
れ
損
傷
が
大
き
く
な
り
、
文
化
財
的
価

値
を
維
持
で
き
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
。
当
然
、
過
去
に
お
い
て
も
当

該
作
品
の
劣
化
や
損
傷
を
補
う
た
め
に
解
体
修
理
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
点
で
は
良
か

れ
と
思
っ
て
様
々
な
処
置
を
施
し
た
の
だ
が
、
今
日
的
な
文
化
財
修
理
の
理
念
と
は

相
容
れ
な
い
手
法
が
取
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　

た
と
え
ば
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
紙
・
料
絹
に
欠
損
が
生
じ
、
そ
の
部
分
を
新
た
な
素

材
で
補
填
す
る
こ
と
は
今
日
で
も
通
常
行
う
処
置
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
欠
損
部
分
を

放
置
し
た
ま
ま
で
は
作
品
全
体
の
厚
み
や
強
さ
が
箇
所
に
よ
り
異
な
る
こ
と
に
な

り
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
巻
き
解
き
を
繰
り
返
す
と
作
品
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
て
将
来
の
損
傷
の
原
因
に
繋
が
り
、
ま
た
欠
損
部
の
小
口
か
ら
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

基
底
材
が
徐
々
に
滅
失
し
て
欠
損
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
危
険
性
が
あ
る
た
め
で
あ

る
。
そ
の
た
め
欠
損
部
に
は
補
修
紙
や
補
修
絹
で
補
填
す
る
が
、
こ
れ
は
一
般
的
に

は
料
紙
・
料
絹
の
裏
面
か
ら
施
す
処
置
で
あ
る
。
た
だ
、
近
年
は
こ
れ
を
表
か
ら
行

う
こ
と
も
技
術
的
に
は
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
過
去
の
修
理
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
料
紙
や
料
絹
よ
り
も
強
い
素
材
の
も
の
が
補
填
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し

ば
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
強
弱
異
な
る
素
材
が
画
面
の
中
に
混
在
す
る
と
、
将
来
、
作

品
の
劣
化
が
進
行
し
て
い
く
際
に
弱
い
と
こ
ろ
か
ら
損
傷
が
進
み
、
強
い
箇
所
が
残

っ
て
し
ま
い
、
つ
ま
り
は
こ
れ
で
は
か
え
っ
て
脆
弱
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
護
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
現
代
の
修
理
で
は
補
修
紙
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
紙
の

組
成
や
厚
み
を
精
査
し
、
こ
れ
に
近
い
紙
を
用
意
し
て
補
填
し
、
補
修
絹
で
は
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
絹
の
糸
の
太
さ
や
糸
目
の
間
隔
な
ど
の
組
織
を
調
査
し
た
上
で
、
電
子
線

で
人
工
的
に
劣
化
さ
せ
た
絹
を
用
意
し
補
填
す
る
。
い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
の
間

に
品
質
や
強
さ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
す
る
配
慮
で
あ
る
。

　

ま
た
過
去
の
修
理
で
は
、
欠
損
部
分
の
補
填
の
際
に
、
欠
損
部
よ
り
一
回
り
大
き

な
補
修
紙
・
補
修
絹
を
裏
か
ら
あ
て
が
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
裏
か
ら
当
て

た
紙
や
絹
の
大
き
さ
の
範
囲
で
作
品
の
厚
み
が
そ
こ
だ
け
増
す
こ
と
に
な
り
、
巻
き

解
き
を
繰
り
返
し
な
が
ら
応
分
の
時
間
が
経
過
す
る
と
、
こ
の
部
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

料
紙
・
料
絹
で
は
摩
滅
の
度
合
い
が
増
し
て
徐
々
に
欠
失
し
て
い
く
。
極
端
な
場
合

で
は
、
そ
の
範
囲
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
完
全
に
失
わ
れ
、
裏
か
ら
補
填
さ
れ
た
も
の
が

表
面
に
露
出
し
て
し
ま
う
よ
う
な
こ
と
さ
え
生
じ
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
ら

な
い
た
め
に
現
代
の
修
理
で
は
補
填
す
る
紙
や
絹
は
欠
損
部
と
ほ
ぼ
同
じ
大
き
さ
、

同
じ
形
で
切
り
抜
き
、
料
紙
・
料
絹
と
の
重
な
り
を
極
力
少
な
く
し
て
埋
め
る
と
い

う
手
間
の
掛
か
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
絹
本
絵
画
の
場
合
に
は
、
い
わ
ゆ
る
「
共
裏
絹
」
と
い
う
手
法
を
用
い
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
欠
損
部
分
を
補
填
す
る
例
が
過
去
の
修
理
に
は
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ

は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
絹
の
穴
の
開
い
た
欠
損
部
分
の
み
で
は
な
く
、
料
絹
の
裏
面
全
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体
に
一
枚
の
絹
を
大
き
く
当
て
る
方
法
で
、
欠
損
部
の
補
填
を
手
早
く
、
し
か
も
比

較
的
き
れ
い
に
仕
上
げ
よ
う
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
補
填
箇
所

の
補
絹
の
見
え
方
が
い
ず
れ
の
欠
損
部
で
も
き
れ
い
に
揃
っ
て
お
り
、
ま
た
作
品
の

厚
み
に
つ
い
て
も
裏
面
か
ら
押
し
出
さ
れ
て
部
分
的
に
厚
く
な
る
箇
所
が
生
ず
る
と

い
う
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
修
理
完
了
直
後
に
は
美
し
く
仕
上
が
っ
た
よ
う
に
見
え
た

と
想
像
さ
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
方
法
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
絹
の
裏
面
に
当
て
る
の
が
、

一
般
的
な
楮
を
原
料
と
す
る
美
濃
紙
に
よ
る
肌
裏
紙
で
は
な
く
、
絹
で
あ
る
と
こ
ろ

か
ら
密
着
度
が
低
く
、
糊
の
接
着
力
が
低
下
す
る
と
比
較
的
短
期
間
で
裏
面
の
支
え

が
不
安
定
に
な
る
嫌
い
が
あ
る
。
ま
た
共
裏
絹
が
当
て
ら
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
の

欠
損
箇
所
の
小
口
の
段
差
部
か
ら
徐
々
に
料
絹
が
滅
失
し
て
い
っ
て
も
、
料
絹
が
剥

落
し
た
箇
所
で
は
下
の
共
裏
絹
が
露
出
す
る
こ
と
に
な
り
、
剥
落
と
い
う
事
実
に
気

づ
き
難
い
と
い
う
危
険
性
も
あ
る
。
現
代
の
修
理
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
の
脆
弱

さ
を
し
っ
か
り
と
支
え
る
た
め
に
料
絹
裏
面
一
層
目
の
肌
裏
は
丈
夫
な
薄
美
濃
紙
を

新
糊
に
よ
っ
て
打
っ
て
お
り
、
仮
に
過
去
の
修
理
で
共
裏
絹
が
打
た
れ
て
い
る
場
合

で
も
原
則
と
し
て
そ
れ
は
全
て
除
去
し
、
健
全
な
美
濃
紙
に
よ
る
肌
裏
と
交
換
し
て

い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
神
奈
川
県
所
有
の
十
王
図
十
幅
は
い
ず
れ
も
共
裏
絹
が

打
た
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
対
し
て
は
通
常
の
原
則
と
は
異
な
る
修
理
方
針
で
臨
ん
だ
。

こ
の
点
に
関
し
て
は
後
段
で
詳
述
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
現
代
の
修
理
で
は
、
作
品
の
保
存
上
、
現
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
要
素
、
ま
た
将
来
悪
影
響
と
な
り
得
る
要
素
を
取
り
除
き
、
代
わ
っ
て
今
後
の
保

存
状
態
を
安
定
さ
せ
、
劣
化
の
進
行
を
可
能
な
限
り
遅
ら
せ
る
た
め
に
必
要
な
要
素

を
、
将
来
悪
影
響
と
な
ら
な
い
安
全
な
方
法
で
新
た
に
付
加
す
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
。
百
年
、
あ
る
い
は
百
五
十
年
後
、
次
の
修
理
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
巡
っ
て
き
た
時

に
、
そ
の
時
代
の
修
理
技
術
者
を
困
惑
さ
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
な
技
術
と
材
料
で

処
置
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。

五　

絵
画
の
修
理
方
針
（
観
賞
性
の
回
復
・
維
持
）

　

こ
こ
ま
で
は
絵
画
修
理
に
お
け
る
主
に
保
存
上
の
理
由
か
ら
考
慮
す
べ
き
留
意
点

に
関
し
て
、
そ
の
欠
損
部
分
の
補
填
方
法
の
考
え
方
を
例
に
説
明
し
て
き
た
が
、
こ

れ
に
加
え
て
も
う
一
点
慎
重
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
視
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
作
品

が
制
作
当
初
に
有
し
て
い
た
本
来
の
見
え
方
、
在
り
方
の
回
復
・
維
持
と
い
う
視
点

で
あ
る
。
作
品
は
制
作
さ
れ
て
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
に
、
単
に
経
年
劣
化
の
み
で

な
く
、
修
理
そ
の
も
の
を
始
め
と
し
た
人
為
的
な
処
置
や
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ

る
物
理
的
損
傷
な
ど
を
被
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
が
作
品
の
見
え
方
、
在
り
方
を
大

き
く
変
質
さ
せ
、
文
化
財
的
価
値
を
損
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

再
び
絵
画
作
品
の
料
紙
・
料
絹
の
欠
損
部
分
の
処
置
を
例
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

過
去
の
修
理
で
補
わ
れ
た
旧
補
修
紙
や
旧
補
修
絹
は
作
品
の
保
存
上
の
観
点
か
ら
原

則
的
に
は
除
去
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
観
賞
上
の
理
由
か

ら
も
除
去
す
べ
き
と
判
断
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
旧
補
修
紙
・
旧
補
修
絹
の
ほ
と
ん

ど
は
、
恐
ら
く
は
そ
の
修
理
が
完
了
し
た
直
後
は
作
品
画
面
全
体
と
良
く
調
和
し
て

い
た
と
推
量
さ
れ
る
が
、
そ
の
後
の
劣
化
の
進
行
に
伴
い
現
在
で
は
汚
ら
し
く
見
え
、

そ
の
部
分
が
か
え
っ
て
異
様
に
目
立
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
補
修
箇
所
の
形
や
大

き
さ
に
よ
っ
て
は
、
そ
の
部
分
に
何
か
別
の
も
の
が
表
現
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
な

誤
解
や
錯
覚
を
与
え
る
危
険
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
で
は
、
旧
補
修
紙
や
旧

補
修
絹
を
除
去
し
て
あ
げ
て
観
賞
性
の
回
復
を
図
る
こ
と
が
作
品
の
文
化
財
的
価
値

の
維
持
に
役
立
つ
こ
と
が
多
い
。

　

一
方
で
保
存
上
の
観
点
か
ら
は
除
去
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
る
も
の

の
、
観
賞
上
の
理
由
か
ら
除
去
で
き
な
い
、
あ
る
い
は
除
去
す
べ
き
で
な
い
と
い
う

結
論
に
な
る
場
合
も
あ
る
。
た
と
え
ば
過
去
に
欠
損
部
に
補
填
が
な
さ
れ
、
そ
こ
に

表
現
を
構
成
す
る
補
筆
や
補
彩
が
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
時
、
そ
の
部
分
を
除
去
し
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て
し
ま
う
と
絵
画
表
現
の
構
成
要
素
の
一
部
を
失
う
こ
と
と
な
る
。
も
ち
ろ
ん
そ
の

よ
う
な
箇
所
は
も
と
も
と
料
紙
、
料
絹
が
欠
失
し
た
た
め
に
補
填
が
な
さ
れ
て
い
る

の
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
現
の
構
成
要
素
は
も
と
よ
り
失
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、

過
去
の
修
理
で
補
筆
を
行
な
っ
た
際
に
、
当
該
作
品
の
旧
図
様
を
的
確
に
踏
襲
し
て

描
き
起
こ
す
、
あ
る
い
は
文
化
史
的
な
根
拠
を
も
つ
何
か
別
の
作
品
の
図
様
を
転
用

す
る
な
ど
の
こ
と
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
部
分
を
除
去
し
て
し
ま
う
こ
と
は
今

日
ま
で
画
面
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
何
ら
か
の
情
報
が
こ
こ
で
失
わ
れ
る
こ
と
に
も
な

り
か
ね
な
い
。
難
し
い
判
断
で
は
あ
る
が
、
ど
ち
ら
が
当
該
作
品
の
文
化
財
的
価
値

の
維
持
と
言
え
る
の
か
、
よ
く
よ
く
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
旧
補
填
材
は

ご
く
ま
れ
に
当
該
作
品
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
紙
や
料
絹
を
補
修
紙
、
補
修
絹
と
し
て

再
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
過
去
の
修
理
の
際
に
料
紙
、
料
絹
の
余
白
部
分
を

切
り
取
っ
て
、
新
規
補
填
用
の
材
料
に
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
、

補
填
箇
所
と
健
全
な
箇
所
と
が
良
く
調
和
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
観
賞
性
に
違
和

感
は
少
な
い
。
ま
た
特
に
料
紙
の
場
合
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
紙
と
補
修
紙
と
の
区
別

が
容
易
に
付
か
な
い
こ
と
さ
え
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
場
合
で
は
旧
補
填
は
除
去
せ
ず
、

保
存
上
悪
影
響
が
残
ら
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
あ
る
い
は
将
来
悪
影
響
と
な
ら
な
い

よ
う
に
調
整
し
て
処
置
を
施
す
こ
と
に
よ
っ
て
観
賞
性
の
維
持
を
図
っ
て
い
る
。

　

欠
損
し
た
部
分
は
適
切
な
補
修
紙
・
補
修
絹
が
当
て
ら
れ
る
こ
と
で
画
面
全
体
と

し
て
は
平
滑
に
保
た
れ
安
定
す
る
。
欠
損
が
補
填
さ
れ
た
箇
所
は
紙
や
絹
の
無
地
の

面
と
し
て
画
面
上
に
現
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
ら
の
部
分
は
既
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
基
底
材
が
欠
失
し
て
い
る
の
で
、
も
は
や
そ
こ
だ
け
が
絵
画
表
現
を
喪
失
し
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
面
に
対
し
て
、
過
去
の
修
理
時
に
は
補
筆
を
行
い
、
喪
失
し
た
絵

画
表
現
を
補
う
、
あ
る
い
は
「
再
現
」
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
場
合
に
よ
っ
て
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
料
紙
・
料
絹
と
補
填
し
た
部
分
と
を
跨
い
で
補
筆
や
補
彩
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
（
オ
ー
バ
ー
ペ
イ
ン
ト
）
も
少
な
く
な
い
。
描
き
直
し
と
も
言
え
る
扱
い

で
あ
る
が
、
し
か
し
現
代
の
修
理
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
決
し
て
行
わ
な
い
。
そ

れ
は
現
代
の
修
理
の
倫
理
観
念
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
つ
ま
り
物
理
的
な
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
素
材
と
、
そ
れ
に
よ
り
造
形
さ
れ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
画
表
現
と
を
何
よ
り

も
先
ず
第
一
に
尊
重
す
る
た
め
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
近
年
の
修
理
で
は
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
料
紙
や
料
絹
の
上
に
墨
や
絵
具
を
塗
り
重
ね
る
こ
と
は
一
切
し
な
い
。
こ
れ
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
紙
・
料
絹
の
上
に
残
さ
れ
て
い
る
諸
情
報
を
見
え
難
く
し
た
り
、

表
現
を
変
質
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
同
様
に
新
た
に
補

填
さ
れ
た
補
修
紙
や
補
修
絹
の
上
に
は
、
後
述
す
る
よ
う
な
抑
制
さ
れ
た
補
彩
を
施

す
も
の
の
、
表
現
を
補
い
付
加
す
る
補
筆
は
行
わ
な
い
。
こ
れ
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
文

化
財
的
価
値
を
変
質
さ
せ
か
ね
な
い
恣
意
的
な
付
加
は
作
品
に
対
し
て
行
っ
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
恣
意
的
な
付
加
は
、
作
品
の
芸
術
的
価
値
や

学
術
的
価
値
を
曖
昧
に
さ
せ
混
乱
さ
せ
か
ね
な
い
。
現
在
見
え
て
い
る
作
品
画
面
の

中
に
「
嘘
」
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
を
第
一
に
尊
重
し
、
恣
意
的
に
な
ら
ず
、
残
さ
れ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

素
材
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
本
来
の
表
現
を
可
能
な
限
り
回
復
さ
せ
、
そ
れ
を
引
き

立
て
る
た
め
に
、
現
代
の
修
理
で
は
補
修
紙
・
補
修
絹
の
上
に
は
い
わ
ゆ
る
「
地
色

補
彩
」
と
呼
ば
れ
る
処
置
を
行
う
。「
地
色
補
彩
」
と
は
、
経
年
劣
化
に
よ
り
淡
黄

色
か
ら
茶
褐
色
に
変
色
し
た
基
底
材
の
地
の
色
を
基
調
と
し
て
補
填
箇
所
の
補
彩
色

調
を
調
整
し
て
い
く
方
法
で
、
こ
の
方
法
を
採
る
こ
と
で
新
規
補
填
箇
所
の
欠
失
感

あ
る
い
は
過
度
の
存
在
感
を
抑
制
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
部
分
の

観
賞
性
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
し
か
し
こ
れ
は
個
々
の
作
品
に
よ
っ

て
、
あ
る
い
は
補
彩
箇
所
の
大
き
さ
や
形
に
よ
っ
て
、
極
め
て
微
妙
な
調
整
で
あ
り
、

熟
練
し
た
技
術
の
見
せ
所
で
も
あ
る
。
あ
ま
り
に
大
き
な
面
積
や
明
確
な
形
の
補
彩

箇
所
は
、
作
品
の
欠
失
感
が
強
調
さ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
補
彩
箇
所
が
平
板
で
異
質

な
色
面
に
見
え
て
し
ま
っ
た
り
す
る
畏
れ
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
の
補
彩
は
絵
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画
修
理
の
各
工
程
の
中
で
も
最
も
難
し
い
作
業
の
一
つ
と
言
え
る
。
し
か
し
逆
に
補

彩
の
調
整
が
上
手
く
い
っ
た
場
合
に
は
、
補
彩
箇
所
す
な
わ
ち
新
規
補
填
箇
所
が
控

え
目
と
な
り
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
表
現
が
引
き
立
つ
よ
う
に
現
前
し
て
き
て
、
作
品
が

持
つ
本
来
の
素
晴
ら
し
さ
を
回
復
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

絵
画
作
品
の
修
理
に
お
け
る
基
本
的
な
理
念
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
素
材
を
将
来
に

わ
た
り
保
存
し
て
い
く
こ
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
る
絵
画
表
現
の
本
来
的
価

値
を
回
復
す
る
こ
と
と
い
う
視
点
を
両
立
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
目
的
を
実
現

す
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
願
い
た
い
。

六　
「
十
王
図
」
の
修
理
方
針

　

神
奈
川
県
所
有
の
「
十
王
図
」
十
幅
を
修
理
し
た
折
の
具
体
的
な
検
討
課
題
に
つ

い
て
以
下
に
説
明
す
る
。
本
作
品
の
修
理
前
に
お
け
る
損
傷
状
態
の
詳
細
は
本
研
究

報
告
中
の
半
田
昌
規
氏
に
よ
る
【
報
告
1
】
を
参
照
さ
れ
た
い
が
、
経
年
劣
化
に
よ

る
甚
大
な
損
傷
と
過
去
の
修
理
に
よ
る
複
雑
な
構
造
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。
そ

の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、
修
理
事
業
の
着
手
直
後
か
ら
始
め
ら
れ
た
詳
細
な

損
傷
調
査
の
結
果
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
具
体
的
な
解
体
に
掛
か
る
前
に
お

よ
そ
一
年
の
期
間
を
用
い
て
、
全
十
幅
の
損
傷
状
態
の
調
査
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
複

雑
な
構
造
の
把
握
、
損
傷
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
、
修
理
の
基
本
的
な
方
向
性
に
関

す
る
検
討
な
ど
の
た
め
の
協
議
が
行
わ
れ
た
。
所
有
者
、
文
化
庁
、
施
工
業
者
が
、

そ
の
た
め
の
最
初
の
会
合
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
事
業
が
開
始
さ
れ
た
年

度
も
既
に
そ
の
末
日
が
目
前
に
迫
っ
た
平
成
二
十
五
年
三
月
二
十
二
日
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
の
基
本
的
な
方
針
と
し
て
は
、
作
品
の
現
状
で
の
見
え
方
を
極
力
維
持
す
る

こ
と
を
原
則
と
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
絹
に
負
担
を
掛
け
劣
化
原
因
と
な
っ
て
い
る

諸
要
素
を
可
能
な
限
り
取
り
除
く
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
こ

れ
以
降
、
修
理
の
進
捗
に
応
じ
て
都
合
十
二
回
に
及
ぶ
検
討
会
が
随
時
設
け
ら
れ
た
。

　

経
年
劣
化
を
被
っ
た
書
画
作
品
で
画
面
に
強
い
折
れ
が
認
め
ら
れ
た
り
、
料
紙
や

料
絹
が
肌
裏
か
ら
浮
い
て
し
ま
い
剥
落
の
危
険
性
が
高
ま
っ
て
い
た
り
、
絵
具
の
膠

成
分
が
不
足
し
て
き
て
剥
離
・
剥
落
や
粉
状
化
が
起
こ
っ
て
い
た
り
す
る
こ
と
は
一

般
に
よ
く
見
受
け
ら
れ
る
損
傷
状
態
で
あ
る
。
本
作
品
で
も
そ
の
よ
う
な
種
類
の
損

傷
は
全
十
幅
に
渡
り
か
な
り
深
刻
な
状
況
で
認
め
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
の
根
本
的
な

要
因
と
な
っ
て
い
た
の
は
各
幅
料
絹
裏
面
か
ら
打
た
れ
て
い
た
共
裏
絹
だ
と
判
断
さ

れ
た
。
支
持
体
の
機
能
不
足
が
諸
悪
の
根
源
だ
っ
た
と
言
え
る
。

　

本
作
品
は
全
十
幅
い
ず
れ
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
絹
が
広
い
面
積
で
失
わ
れ
て
お

り
、
そ
の
た
め
本
来
の
画
面
に
描
か
れ
て
い
た
図
様
に
は
大
部
の
欠
失
が
あ
る
。
そ

し
て
欠
損
部
分
に
は
裏
面
か
ら
補
修
絹
を
あ
て
て
い
る
箇
所
が
若
干
あ
る
が
、
基
本

的
に
は
そ
れ
ら
の
欠
失
を
裏
面
全
体
に
共
裏
絹
を
あ
て
て
埋
め
、
こ
の
共
裏
絹
お
よ

び
そ
れ
に
接
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
上
に
補
筆
・
補
彩
を
行
な
っ
て
図
様
が
維
持
さ

れ
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
修
理
前
の
画
面
に
見
え
て
い
た
の

は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
上
に
残
存
し
て
い
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
具
が
わ
ず
か
に
観
察

さ
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
上
に
塗
り
重
ね
ら
れ
た
後
補
の
賦

彩
と
、
補
修
絹
や
共
裏
絹
上
に
新
た
に
描
き
込
ま
れ
た
補
筆
・
補
彩
で
あ
り
、
料
絹

が
剥
落
し
て
濃
い
墨
色
の
肌
裏
紙
が
露
出
し
て
い
る
箇
所
を
含
め
て
、
様
々
な
要
素

が
渾
然
と
し
て
お
り
、
図
様
を
混
乱
さ
せ
作
品
観
賞
上
大
き
な
妨
げ
と
な
っ
て
い
た
。

本
稿
冒
頭
で
紹
介
し
た
よ
う
に
、
本
作
品
の
剥
落
や
欠
失
に
つ
い
て
は
指
定
時
お
い

て
も
既
に
承
知
さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
が
、
こ
れ
ほ
ど
に
料
絹
が
損
な
わ
れ
て
い
た
こ

と
は
あ
る
い
は
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、
共
裏
絹
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
と
の
間
の
密
着
度
が
低
く
、
経

年
に
よ
り
糊
の
接
着
力
が
減
退
す
る
と
支
持
体
と
し
て
の
機
能
が
著
し
く
低
下
す
る

た
め
、
現
代
の
修
理
で
は
基
本
的
に
こ
れ
を
除
去
し
新
た
に
薄
美
濃
紙
で
肌
裏
を
打

ち
直
す
。
と
こ
ろ
が
本
作
品
の
場
合
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
絹
が
甚
だ
し
い
面
積
で
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欠
失
し
て
お
り
、
そ
の
欠
失
箇
所
を
共
裏
絹
で
埋
め
、
そ
の
上
に
補
筆
・
補
彩
に
よ

る
図
様
や
表
現
が
高
い
密
度
で
描
き
加
え
ら
れ
て
い
る
。
仮
に
こ
の
共
裏
絹
を
除
去

し
て
し
ま
う
と
画
面
に
見
え
て
い
る
現
状
の
図
様
の
主
要
部
分
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ

る
こ
と
と
な
り
、
も
は
や
絵
画
作
品
と
し
て
の
体
を
な
さ
ず
、
そ
の
文
化
財
的
価
値

の
維
持
が
困
難
と
な
る
危
険
性
が
あ
っ
た
。
か
と
い
っ
て
共
裏
絹
を
残
し
て
し
ま
う

と
、
こ
れ
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
様
々
な
劣
化
要
因
を
今
後
も
抱
え
込
ん
だ
ま

ま
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
保
存
状
態
の
安
定
と
絵
画
表
現
の
維
持
と
い
う
双
方
の

面
か
ら
、
共
裏
絹
を
ど
う
扱
う
か
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

　

結
果
と
し
て
こ
の
点
に
関
す
る
方
針
は
、
現
状
の
画
面
表
面
に
見
え
て
い
る
共
裏

絹
は
こ
の
作
品
の
表
現
を
維
持
す
る
た
め
の
主
要
な
構
成
要
素
の
一
部
で
あ
る
と
み

な
し
、
現
時
点
で
の
そ
の
文
化
財
的
価
値
を
認
め
、
こ
れ
を
保
護
の
対
象
と
し
画
面

に
残
す
こ
と
と
し
た
。
一
方
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
料
絹
が
残
存
し
て
い
る
箇
所
の
裏
面

に
あ
た
っ
て
い
る
共
裏
絹
、
す
な
わ
ち
現
状
で
画
面
表
面
に
は
露
出
し
て
い
な
い
共

裏
絹
は
保
存
上
の
見
地
か
ら
除
去
す
る
こ
と
と
し
、
裏
面
に
し
っ
か
り
と
し
た
肌
裏

紙
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
安
定
を
図
る
こ
と
と
し
た
。

　

現
状
で
画
面
表
面
に
見
え
て
い
る
共
裏
絹
に
は
図
様
や
表
現
が
描
き
込
ま
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
を
含
め
て
作
品
画
面
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
見
え
方
は
基
本
的
に

は
本
作
品
が
指
定
さ
れ
た
時
点
で
の
見
え
方
で
あ
り
、
指
定
時
の
文
化
財
的
価
値
を

保
存
し
変
更
し
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
『
保
護
法
』
の
主
旨
に
鑑
み
、
今
回
の
修
理

で
は
観
賞
性
の
現
状
維
持
を
第
一
に
優
先
さ
せ
た
。
さ
ら
に
冒
頭
に
も
言
及
し
た
よ

う
に
、
本
作
品
の
図
様
は
大
徳
寺
所
有
の
「
十
王
像
」
と
概
ね
類
似
し
て
お
り
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
料
絹
上
の
図
様
と
、
共
裏
絹
上
に
加
筆
さ
れ
た
図
様
を
総
合
し
て
、
本
作

品
は
一
定
の
文
化
史
的
根
拠
の
あ
る
図
様
を
示
し
て
い
る
も
の
と
評
価
で
き
る
。
過

去
の
修
理
が
い
つ
の
時
代
に
行
な
わ
れ
た
か
は
明
確
な
判
断
は
で
き
て
い
な
い
が
、

現
状
の
見
え
方
は
本
作
品
が
唐
物
仏
画
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
き
た
歴
史
的
経
緯
と
、

そ
の
都
度
必
要
な
修
理
を
施
し
な
が
ら
大
事
に
継
承
し
よ
う
と
し
て
き
た
人
々
の
営

み
と
を
如
実
に
表
す
も
の
と
捉
え
、
尊
重
す
べ
き
価
値
を
充
分
に
保
有
し
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
今
回
の
修
理
で
は
、
画
面
表
面
に
現
れ
て
い
る
共
裏
絹
と

そ
の
上
に
認
め
ら
れ
る
表
現
は
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
準
じ
た
も
の
」
と
し
て
、
保
護
の

対
象
と
し
た
。

　

た
だ
し
、
一
枚
の
共
裏
絹
の
う
ち
、
表
面
に
露
出
し
て
い
る
箇
所
は
保
護
の
対
象

と
し
、
料
絹
に
隠
れ
て
い
る
部
分
は
除
去
す
る
と
い
う
の
は
、
一
連
の
同
一
素
材
に

恣
意
的
な
境
界
線
を
設
定
し
、
人
為
的
に
切
断
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
点
に

つ
い
て
は
文
化
財
修
理
の
倫
理
上
、
抑
制
的
か
つ
自
覚
的
で
あ
る
べ
き
で
、
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
準
じ
た
も
の
」
と
定
義
し
た
素
材
に
人
為

的
な
切
断
と
い
う
行
為
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
。
安
直
な
判
断
は
許
さ
れ
な
い
が
、

繰
り
返
し
て
い
る
よ
う
に
本
作
品
の
深
刻
な
損
傷
状
態
と
複
雑
な
構
造
を
前
提
と
し

つ
つ
も
、
本
作
品
が
持
つ
文
化
財
的
価
値
を
護
る
た
め
に
は
こ
の
よ
う
な
処
置
は
致

し
方
な
く
、
ま
た
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
比
較
的
小
さ

な
欠
損
を
埋
め
て
い
る
旧
補
修
紙
を
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
紙
と
良
く
調
和
し
て
い
る
と

い
う
理
由
で
除
去
せ
ず
残
存
さ
せ
る
場
合
、
保
存
的
見
地
か
ら
料
紙
と
重
な
っ
て
い

る
部
分
の
み
補
修
紙
を
削
る
と
い
う
処
置
を
行
な
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の

こ
と
で
は
あ
る
が
、
今
回
の
共
裏
絹
の
事
案
は
画
面
に
占
め
る
面
積
が
甚
だ
し
く
大

き
く
、
全
体
に
対
す
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
た
た
め
、
慎
重
な
検
討
を
重
ね
た
。

　

旧
補
修
絹
に
つ
い
て
は
保
存
上
の
理
由
か
ら
原
則
的
に
除
去
し
た
が
、
小
さ
い
面

積
で
は
あ
る
が
加
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
基
本
的
に
は
共
裏
絹
と
同

様
の
扱
い
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、
図
様
に
文
化
史
的
根
拠
を
見
出
す
こ
と
の
で
き
な

い
よ
う
な
不
自
然
な
補
筆
・
補
彩
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
除
去
し
、
新
規

に
補
修
絹
を
入
れ
て
地
色
補
彩
で
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
欠
損
部
の
裏
面
に
厚
手
の
補
修
絹
が
あ
て
が
わ
れ
て
い
た
箇
所
で
は
、
脆
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弱
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
が
徐
々
に
摩
滅
し
、
つ
い
に
は
全
く
剥
落
し
て
し
ま
っ
て
、

表
面
か
ら
見
る
と
共
裏
絹
上
に
旧
補
修
絹
が
付
着
し
て
い
る
よ
う
な
状
態
で
観
察
さ

れ
た
。
一
見
す
る
と
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
準
じ
る
も
の
」
と
位
置
づ
け
た
共
裏
絹
表
面

の
付
着
物
の
よ
う
に
見
え
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
実
は
料
絹
の
裏
面
に
あ
て
が
わ
れ

て
い
た
旧
補
修
絹
で
あ
る
か
ら
本
来
は
除
去
の
対
象
と
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
今
回

は
こ
れ
を
慎
重
に
取
り
外
し
除
去
し
た
。

　

今
般
の
修
理
で
は
共
裏
絹
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
考
え
方
で
望
む
こ
と
に
よ
り
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
部
分
に
も
今
回
残
存
さ
せ
た
共
裏
絹
部
分
に
も
裏
面
に
は
一
様
に

健
全
な
肌
裏
紙
を
あ
て
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
現
在
表
面
に
見
え
て
い
る
画
面
全

体
の
安
定
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
裏
彩
色
の
保
護
も
課
題
で
あ
る
。
制
作
時
に
は
料
絹
裏
面
に
裏
彩
色

が
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
多
く
は
過
去
の
修
理
に
お
い
て
肌
裏
紙
を
交
換
す
る
際
に
傷

め
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
過
去
の
修
理
の
折
、
料
絹
裏
面
に
施
さ
れ
て
い
た
裏
彩
色

が
肌
裏
紙
を
上
げ
た
際
に
付
着
し
た
ま
ま
大
量
に
持
ち
上
げ
ら
れ
、
裏
彩
色
の
多
く

が
甚
大
な
損
傷
を
被
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
不
可
解
な
こ
と
は
、
作
品
の
裏
面

か
ら
観
察
す
る
と
、
料
絹
の
裏
面
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
共
裏
絹
の
裏
面
に
、
本
来
の

裏
彩
色
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
絵
具
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
料
絹
の
断
片
か
と
み
ら
れ
る
も

の
が
多
く
付
着
し
て
い
た
こ
と
で
、
こ
れ
ら
に
関
し
て
は
も
と
も
と
制
作
当
初
に
料

絹
裏
面
に
あ
て
ら
れ
て
い
た
肌
裏
紙
を
、
過
去
の
修
理
時
に
、
共
裏
絹
を
打
っ
た
後

に
裏
打
紙
と
し
て
再
使
用
し
た
め
に
生
じ
た
現
象
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
同
様
な

事
例
は
他
に
承
知
し
て
い
な
い
が
、
そ
う
解
釈
し
な
い
と
理
解
で
き
な
い
事
態
で
あ

る
。
ま
た
当
初
の
肌
裏
紙
は
過
去
の
修
理
の
折
に
上
手
く
除
去
で
き
ず
部
分
的
に
残

存
し
て
い
る
も
の
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
部
分
は
料
絹
が
欠
失
す
る
と
表
面
に
露
出
し

て
い
る
が
、
そ
こ
を
よ
く
観
察
す
る
と
、
ご
く
微
量
の
裏
彩
色
の
絵
具
が
確
認
さ
れ

た
。
こ
れ
ら
は
た
と
え
微
量
と
は
い
え
稀
少
な
オ
リ
ジ
ナ
ル
素
材
の
残
存
で
あ
る
の

で
、
保
護
の
対
象
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

も
う
一
点
、
今
回
の
修
理
で
方
針
を
検
討
す
る
の
に
相
当
の
時
間
を
要
し
た
課
題

が
、
作
品
表
面
に
付
着
し
て
い
た
白
色
物
質
の
除
去
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
装
潢
修

理
に
は
「
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
る
工
程
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
般
的
な
意
味
で

の
「
洗
浄
」
と
は
若
干
異
な
り
、
装
潢
修
理
中
す
な
わ
ち
水
分
を
用
い
て
行
う
処
置

の
最
中
に
、
作
品
に
含
ま
れ
る
酸
化
物
な
ど
の
汚
れ
が
「
動
く
」
あ
る
い
は
「
散
る
」

こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
濾
過
水
を
用
い
て
そ
の
よ
う
な
汚
れ
を
逃
が

し
て
お
く
処
置
の
こ
と
を
言
い
、
必
ず
し
も
積
極
的
な
洗
浄
（
汚
れ
の
除
去
）
を
目

指
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。
安
全
な
修
理
工
程
を
確
保
す
る
た
め
の
処
置
で
、
結

果
と
し
て
作
品
の
汚
れ
が
除
去
さ
れ
る
も
の
と
捉
え
た
方
が
理
念
に
合
致
す
る
。
す

な
わ
ち
作
品
の
保
存
上
の
問
題
を
取
り
除
く
た
め
の
工
程
で
あ
っ
て
、
鑑
賞
上
の
改

善
を
一
義
的
に
目
指
す
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

し
か
し
今
回
問
題
と
な
っ
た
の
は
、
通
常
の
「
汚
れ
」
に
対
す
る
処
置
と
は
異
な

り
、
本
作
品
の
一
幅
の
画
面
に
付
着
し
て
い
た
白
色
物
質
を
除
去
す
べ
き
か
ど
う
か
、

除
去
す
る
と
し
た
ら
ど
の
よ
う
な
方
法
で
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
見
す

る
と
黴
が
生
え
た
よ
う
に
も
鳥
糞
が
付
着
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
た
め
、
観
賞
性
を

大
き
く
妨
げ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
ま
ず
対
象
物
質
が
何
で
あ
る
か
の
調
査

を
行
っ
た
。
東
京
文
化
財
研
究
所
に
依
頼
し
て
付
着
物
質
の
組
成
を
検
査
し
て
も
ら

っ
た
結
果
、
こ
れ
が
植
物
性
タ
ン
パ
ク
を
含
む
澱
粉
質
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
物
質
は
水
に
よ
る
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
動
く
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て

修
理
工
程
上
は
特
段
の
不
具
合
と
な
る
物
質
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
有
機
物
で
あ

る
た
め
、
今
後
生
物
被
害
の
温
床
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
、
ま
た
一
定
の
厚
み
が
あ

る
た
め
画
面
が
部
分
的
に
硬
く
な
り
、
巻
き
解
き
の
際
に
抵
抗
と
な
る
危
険
性
は
あ

っ
た
。
そ
の
た
め
限
定
的
で
は
あ
る
が
、
当
該
物
質
の
軽
減
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
。

水
で
動
か
な
い
物
質
を
積
極
的
に
除
去
す
る
の
に
、
作
品
に
負
担
を
掛
け
な
い
安
全
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な
方
法
が
あ
る
か
ど
う
か
が
検
討
さ
れ
、
結
果
と
し
て
今
回
は
有
効
な
酵
素
を
用
い

て
当
該
物
質
を
分
解
し
除
去
す
る
こ
と
と
し
た
。
処
置
の
具
体
は
半
田
昌
規
氏
の
報

告
に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
省
略
す
る
が
、
今
回
の
よ
う
な
積
極
的
な
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
除
去
対
象
の
物
質
が
、
放
置
し
た
場
合
に
今
後
の
作
品
の

保
存
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
危
険
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
の
処
置
自
身
が

作
品
の
素
材
等
に
負
担
を
掛
け
な
い
安
全
な
方
法
か
ど
う
か
、
そ
れ
ら
の
観
点
を
考

慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
観
賞
性
の
改
善
、
回
復

が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
、
恣
意
的
な
「
改
善
」
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
。

七
　
装
潢
修
理
技
術
者
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　

こ
の
よ
う
な
装
潢
修
理
に
従
事
す
る
技
術
者
は
、
修
理
施
工
の
進
捗
に
応
じ
具
体

的
処
置
の
折
々
で
常
に
当
該
作
品
の
文
化
財
的
価
値
の
維
持
・
保
存
を
念
頭
に
、
適

切
な
技
術
と
材
料
を
も
っ
て
対
処
す
る
必
要
が
あ
る
。
精
密
な
作
品
観
察
の
も
と
、

そ
の
損
傷
状
態
や
劣
化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
正
確
に
把
握
し
、
適
切
で
安
全
な
修
理
方

針
を
立
て
、
堅
実
な
処
置
を
施
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
装
潢
修
理
技
術

者
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
修
理
設
計
能
力
と
施
工
技
術
力
と
の
双
方
で
あ
る
。
自
ら

観
察
し
、
自
ら
思
考
し
、
自
ら
判
断
し
、
自
ら
見
立
て
、
自
ら
処
置
す
る
。
そ
の
一

貫
性
が
極
め
て
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
同
時
に
自
ら
が
作
品
に
対
し
て
行
な
う
一
々

の
こ
と
が
ら
が
悉
く
そ
の
作
品
に
と
っ
て
広
義
の
現
状
変
更
で
あ
り
、
極
端
な
言
い

方
を
す
れ
ば
そ
の
文
化
財
的
価
値
の
存
亡
に
関
わ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
自
覚
的
で

あ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
あ
る
意
味
で
抑
制
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

話
題
は
少
し
逸
れ
る
が
、
国
庫
補
助
事
業
に
お
け
る
文
化
財
の
修
理
設
計
と
施
工

監
理
に
つ
い
て
、
あ
る
い
は
施
工
業
者
の
選
定
方
法
に
つ
い
て
は
従
前
よ
り
大
き
な

課
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
設
計
・
監
理
と
、
施
工
と
を
明
確
に
分
け
て
一

般
競
争
入
札
を
原
則
と
す
べ
し
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
に
よ
り
経
費
節
減
を
図
り
、

業
者
選
定
の
透
明
性
を
担
保
せ
よ
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
設
計
と
施
工
と
を
一
連
に

し
た
の
で
は
、
業
者
の
言
い
値
で
価
格
が
決
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
の

こ
と
自
身
に
は
大
き
な
問
題
が
存
在
す
る
こ
と
は
認
め
な
が
ら
も
、
一
方
で
上
述
の

よ
う
に
美
術
工
芸
品
、
特
に
装
潢
修
理
の
場
合
は
設
計
と
施
工
と
を
分
離
す
る
こ
と

は
現
場
の
感
覚
か
ら
は
馴
染
ま
な
い
。
む
し
ろ
適
切
な
文
化
財
修
理
を
実
施
す
る
に

は
設
計
と
施
工
と
は
常
に
往
還
し
一
貫
性
を
保
つ
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

か
つ
て
は
装
潢
修
理
の
現
場
で
も
設
計
・
管
理
と
施
工
と
を
役
割
分
担
す
る
よ
う
な

仕
組
み
を
作
ろ
う
と
試
み
た
こ
と
は
あ
る
が
、
事
業
規
模
が
小
さ
い
こ
と
か
ら
文
化

財
建
造
物
修
理
の
よ
う
な
方
法
に
倣
う
こ
と
も
現
実
的
で
は
な
い
。
公
金
の
節
減
を

目
指
す
入
札
制
度
と
、
工
程
の
全
て
が
広
い
意
味
で
の
現
状
変
更
に
該
当
す
る
文
化

財
修
理
現
場
の
実
態
と
を
調
整
す
る
手
法
が
模
索
で
き
る
か
ど
う
か
、
今
後
も
大
き

な
課
題
の
ま
ま
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
神
奈
川
県
所
有
の
「
十
王
図
」
の
解
体
修
理
を
め
ぐ
っ
て
、
修
理
の
基
本

理
念
の
再
確
認
と
、
本
作
品
の
特
殊
事
情
を
前
提
と
し
た
各
工
程
で
の
処
置
法
採
用

の
判
断
根
拠
と
な
る
考
え
方
に
つ
い
て
記
し
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、「
現
状
変

更
」
や
「
保
存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
」
に
重
い
規
制
を
課
し
て
ま
で
『
保
護
法
』

が
護
ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
対
象
の
「
文
化
財
的
価
値
」
で
あ
る
。
当
該
作
品
の

文
化
財
的
価
値
の
本
質
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、
そ
れ
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
・
材
料
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
べ
き
か
、
修
理
着
手
前
か
ら
竣
工
に
い
た

る
ま
で
、
終
始
、
不
断
に
検
討
を
重
ね
る
必
要
が
あ
る
。
今
般
の
修
理
で
は
、
過
去

に
臨
ん
だ
こ
と
の
な
い
極
め
て
特
殊
で
複
雑
な
損
傷
状
態
を
前
に
し
て
、
護
る
べ
き

も
の
、
除
去
す
べ
き
も
の
を
明
確
に
し
、
必
要
な
処
置
を
安
全
な
方
法
で
行
な
う
こ
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と
に
努
め
た
。
広
い
意
味
で
の
「
現
状
変
更
」
で
あ
り
、
か
つ
作
品
の
「
保
存
に
影

響
を
及
ぼ
す
行
為
」
で
も
あ
る
絵
画
作
品
の
解
体
修
理
に
あ
た
り
、
修
理
技
術
者
は

作
品
を
入
念
に
観
察
し
、
そ
の
構
造
を
理
解
し
、
安
全
適
切
な
処
置
法
を
検
討
し
実

践
し
た
。
文
化
庁
調
査
官
は
作
品
が
保
持
す
る
文
化
財
的
価
値
の
本
質
が
何
で
あ
る

か
を
再
確
認
し
、
い
ち
い
ち
の
処
置
が
保
存
修
理
の
理
念
と
倫
理
に
抵
触
し
な
い
か

ど
う
か
を
繰
り
返
し
省
察
し
た
。
そ
し
て
所
有
者
も
当
該
作
品
が
直
面
し
て
い
る
事

態
に
向
き
合
い
、
経
緯
を
見
守
り
、
内
外
に
説
明
す
る
た
め
に
並
大
抵
で
は
な
い
苦

労
を
し
た
こ
と
と
思
う
。
今
後
は
安
定
し
健
全
な
状
態
と
な
っ
た
当
該
作
品
の
計
画

的
な
活
用
と
、
そ
の
文
化
財
的
価
値
の
新
た
な
観
取
と
解
明
に
一
層
の
努
力
が
払
わ

れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
作
品
を
こ
の
よ
う
な
形
で
伝
え
遺
し
て
き
た
先
人
た
ち
の

営
み
に
は
あ
ら
た
め
て
畏
敬
の
念
を
禁
じ
得
ず
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
く
者
が
果

た
す
責
任
の
重
さ
を
再
認
識
し
た
い
。




